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蝦
夷
の
国 

 

古
事
記
に
見
ら
れ
る
東
北
地
方
は
、
神
話
の
時
代

の
こ
と
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
大
和
橿
原
（
か
し
わ

ら
）
の
地
で
初
代
神
武
天
皇
が
即
位
さ
れ
、
そ
こ
か

ら
数
え
て
、
第
十
代
崇
神
天
皇
の
御
代
（B

C
1
4
8
-

B
C
3
0

）
、
に
成
立
し
て
い
た
ヤ
マ
ト
政
権
の
朝
廷
は
、

東
北
地
方
か
ら
九
州
ま
で
の
服
従
を
狙
い
、
四
道
将

軍
を
派
遣
し
、
従
わ
な
い
者
は
討
伐
す
る
と
記
さ
れ

て
い
る
。 

 

四
道
将
軍
の
派
遣
先
は
、 

① 

大
彦
命
（
お
お
ひ
こ
の
み
こ
と
）
北
陸
道 

② 

建
沼
河
別
命
（
た
け
ぬ
な
か
わ
の
み
こ
と
）―

東
海
道 

③ 

吉
備
津
彦
命
（
き
び
つ
ひ
こ
の
み
こ
と
） 

―

西
道
＝
山
陽
道 

④ 

丹
波
道
主
命
（
た
ん
ば
の
み
ち
ぬ
し
の
み
こ

と
）―

丹
波
＝
山
陰
道 

 

こ
の
中
で
、
北
陸
道
を
進
ん
で
い
っ
た
大
彦
命
と

東
海
道
を
征
し
て
い
っ
た
建
沼
河
別
命
が
出
会
っ

た
場
所
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
「
会
津
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
が
東
北
方
面
に
つ
い
て
の
初
見
で
、
既

に
二
千
年
前
に
は
ヤ
マ
ト
政
権
下
に
こ
の
地
方
は

組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。 

  

第
十
二
代
景
行
天
皇
の
御
代
に
は
、
九
州
、
出
雲

を
平
定
し
帰
還
し
た
ば
か
り
の
皇
子
・
日
本
武
尊
命

を
東
征
さ
せ
る
。
日
本
武
尊
命
は
伊
勢
神
宮
へ
参
宮

し
、
叔
母
で
あ
る
斎
宮
の
倭
媛
命
（
や
ま
と
ひ
め
の

み
こ
と
）
を
訪
ね
、
倭
媛
命
か
ら
「
天
叢
雲
剣
」
を

拝
領
し
、
東
海
道
を
平
定
し
北
上
、
現
在
の
焼
津
あ

た
り
で
、
奸
計
に
逢
い
、
草
原
の
中
で
枯
草
に
火
を

放
た
れ
ピ
ン
チ
に
陥
る
。 

し
か
し
、
拝
領
し
た
天
叢
雲
剣
で
枯
草
を
払
え
ば
、

た
ち
ま
ち
敵
方
に
炎
が
巻
き
上
が
り
、
難
を
逃
れ
こ

の
地
を
平
定
に
導
い
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ

の
土
地
を
「
焼
津
」
と
命
名
し
、
剣
は
「
草
薙
剣
」

と
名
の
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
三
浦
半
島
の
走
水
（
は
し
り
み
ず
）
か
ら

房
総
に
渡
る
と
き
、
俄
か
に
海
上
は
荒
れ
る
も
、
弟

橘
媛
命
（
お
と
た
ち
ば
な
ひ
め
の
み
こ
と
）
が
海
神

に
身
を
捧
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
無
事
、
東
征
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
、
常
陸
か
ら
武
蔵
、
信
州
を
通
り
尾

張
に
至
る
の
で
す
。 

し
か
し
、
尾
張
・
伊
吹
山
の
悪
霊
退
治
に
油
断
し

敗
れ
身
は
憔
悴
し
、「
ま
ほ
ろ
ば
の
大
和
」
を
目
指
す

が
力
尽
き
、
能
褒
野
（
の
ぼ
の
）
で
崩
御
し
ま
す
。

そ
し
て
、
白
鳥
と
な
っ
て
飛
び
去
っ
て
い
く
の
で
す
。 

 
 
 

次
に
、
第
二
十
一
代
雄
略
天
皇
（
ワ
カ
タ
ケ
ル
大

王
）
の
御
代
に
は
、
武
蔵
国
は
完
全
に
ヤ
マ
ト
政
権

の
統
治
下
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

そ
の
証
拠
は
現
在
の
行
田
市
に
存
在
す
る
「
さ
き

た
ま
古
墳
群
」
の
な
か
の
稲
荷
山
古
墳
か
ら
昭
和
四

十
三
年
（1968

）
出
土
し
た
金
象
嵌
の
「
稲
荷
山
鉄

剣
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
鉄
剣
の
表
面

に
五
十
七
文
字
、
裏
面
に
は
五
十
八
文
字
が
あ
り
、

そ
の
銘
文
は
、
武
蔵
国
の
長
「
ヲ
ワ
ケ
の
臣
」
が
「
ワ

カ
タ
ケ
ル
大
王
」
に
仕
え
た
と
あ
る
。
年
代
は
「
辛

亥
年
」
と
刻
印
さ
れ
、
西
暦
四
百
七
十
一
年
と
読
み

取
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
明
治
６
年
（1873

）
に
は
、
熊
本
・
江
田

船
山
古
墳
か
ら
出
土
さ
れ
た
銀
象
嵌
鉄
剣
に
も
、
こ

の
地
方
の
豪
族
が
「
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
」
に
仕
え
た

と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
出
土
品
か
ら
読
み
取
れ
る

の
は
５
世
紀
に
入
っ
た
こ
ろ
に
は
、
ヤ
マ
ト
政
権
の

中
央
政
権
は
関
東
か
ら
九
州
ま
で
、
そ
の
権
力
が
完
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全
に
及
ん
で
き
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
の
で

す
。 

 

多
賀
城
の
建
設 

 

大
和
で
は
、
天
皇
家
を
凌
ぐ
勢
い
の
蘇
我
家
よ
り 

政
権
の
座
を
朝
廷
に
取
り
戻
そ
う
と
、
第
三
十
七 

 

代
斉
明
天
皇
の
皇
子
・
中
大
兄
皇
子
と
中
臣
鎌
足
ら

が
宮
中
に
於
い
て
、
権
力
者
の
蘇
我
入
鹿
を
滅
ぼ
し

【
乙
巳
の
変
（
い
つ
し
の
へ
ん=

6
4
5

年
）
、
朝
廷
に

政
権
を
呼
び
戻
す
こ
と
に
成
功
し
た
。 

そ
の
時
、
長
年
に
わ
た
り
中
国
の
文
化
や
政
治
を

伝
播
し
友
好
国
で
あ
っ
た
朝
鮮
の
百
済
国
（
く
だ
ら
）

が
中
国
・
唐
の
支
援
を
受
け
た
高
句
麗
に
攻
め
ら
れ

存
亡
の
危
機
に
陥
っ
て
い
た
。 

こ
の
百
済
国
を
救
う
べ
く
、
ヤ
マ
ト
政
権
は
大
軍

を
援
軍
と
し
て
出
す
こ
と
に
決
定
。
高
句
麗
・
中
国

唐
の
連
合
軍
に
「
白
村
江
（
は
く
そ
ん
こ
う
）
の
戦

（6
6
3

年
）」
で
対
峙
し
戦
い
が
始
ま
る
も
壊
滅
的
な

大
敗
を
喫
し
て
し
ま
う
。 

そ
の
後
は
大
国
・
唐
か
ら
の
侵
略
の
脅
威
を
感
じ
、

大
宰
府
を
中
心
に
瀬
戸
内
海
に
か
け
て
防
御
柵
を

造
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
中
国
の
大
国
唐
の

皇
帝
内
の
内
紛
も
あ
り
ヤ
マ
ト
政
権
へ
の
侵
略
の

脅
威
は
薄
れ
て
い
っ
た
。 

 

ヤ
マ
ト
政
権
の
政
治
体
制
は
、
中
大
兄
皇
子
が
第

三
十
八
代
天
智
天
皇
に
践
祚
し
、
急
ぎ
中
国
の
国
家

体
制
を
学
び
取
り
入
れ
大
和
政
権
の
整
備
に
取
り

掛
か
り
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
近
江
令
か
ら
始

ま
る
律
令
国
家
（701

～10

世
紀
半
ば
）
へ
の
建
設

と
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

幸
い
に
し
て
、
大
国
・
唐
か
ら
の
侵
略
は
な
か
っ

た
が
、
同
時
に
未
開
の
東
北
地
方
を
北
方
か
ら
の
侵 

略
の
脅
威
に
備
え
て
、
律
令
国
家
の
枠
組
み
に
入
れ

る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
国
家
へ
の
調

（
税
金
）
の
納
入
が
図
ら
れ
る
こ
と
の
政
策
を
実
行

し
て
い
く
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
勢
力
の
拡
大
と
、

そ
れ
に
伴
う
防
衛
網
も
整
備
し
て
い
く
こ
と
と
な

っ
た
。 

そ
し
て
、
ヤ
マ
ト
政
権
は
、
未
開
の
東
北
地
方
（
蝦

夷
の
地
）
に
も
、
中
央
政
権
の
地
方
庁
を
設
け
る
こ

と
と
し
、
北
方
の
防
衛
も
兼
ね
添
え
た
「
鎮
守
府
」

兼
「
陸
奥
国
」
国
府
の
多
賀
城
（
現
宮
城
県
多
賀
城

市
）
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。 

神
亀
元
年
（724

）
按
察
使
・
大
野
東
人
（
お
お
の

あ
ず
ま
び
と
）
の
も
と
で
建
設
が
始
ま
り
、
東
北
地

方
の
一
大
拠
点
と
し
、
軍
事
力
で
蝦
夷
国
（
陸
奥
地

方
）
を
ヤ
マ
ト
政
権
（
朝
廷
）
の
支
配
下
に
置
こ
う

と
す
る
政
策
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
く
の
で
あ

り
ま
す
。 

 

ア
テ
ル
イ
（
阿
弖
流
為
）
の
登
場 

  

中
央
政
権
が
支
配
し
よ
う
と
す
る
頃
の
蝦
夷
（
え

み
し
）
の
地
は
、
縄
文
文
化
の
残
る
部
族
社
会
で
、

族
長
の
も
と
に
百
人
く
ら
い
の
共
同
体
で
、
こ
れ
が

各
地
に
点
在
し
、
狩
猟
民
族
と
し
て
狩
、
猟
、
稲
作

な
ど
を
「
共
同
」
で
行
い
、
争
い
の
な
い
暮
ら
し
を

し
て
い
た
よ
う
で
す
。 

  

こ
こ
に
、
律
令
国
家
（
中
央
集
権
）
に
よ
る
蝦
夷

地
の
支
配
を
目
指
す
ヤ
マ
ト
政
権
は
軍
事
力
と
慰

撫
（
い
ぶ
）
を
行
使
し
な
が
ら
、
支
配
地
を
拡
大
し

て
い
っ
た
の
で
す
。 

少
し
ず
つ
ヤ
マ
ト
政
権
に
恭
順
す
る
族
長
・
伊
治

砦
麻
呂
（
こ
れ
は
り
の
あ
ざ
ま
ろ
）
の
よ
う
な
族
長

も
い
る
反
面
、
中
央
政
権
の
文
化
と
の
違
う
、
蝦
夷

の
地
の
文
化
を
死
守
し
よ
う
と
す
る
族
長
も
現
れ

て
く
る 

 

そ
れ
が
、
ア
テ
ル
イ
（
阿
弖
流
為
）
で
あ
っ
た
。

従
属
さ
せ
よ
う
と
す
る
ヤ
マ
ト
政
権
に
対
し
、 

各
地
に
分
散
し
て
い
た
村
々
を
ま
と
め
組
織
化

し
「
蝦
夷
連
合
」
を
作
り
、
自
分
た
ち
の
権
益
を

守
る
た
め
敢
然
と
ヤ
マ
ト
政
権
に
対
立
姿
勢
を
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と
る
の
で
し
た
。 

 

し
か
し
、
ヤ
マ
ト
政
権
の
蝦
夷
人
を
慰
撫
す
る
と

同
時
に
蔑
視
政
策
も
見
え
隠
れ
す
る
の
か
、
従
属
し

て
い
た
伊
治
砦
麻
呂
が
突
如
宝
亀
十
一
年
（78

0

）
陸

奥
国
府
に
反
乱
を
起
こ
し
、
按
察
使
・
鎮
守
副
将
軍

紀
広
純
（
き
の
ひ
ろ
ず
み
）
を
殺
害
し
、
多
賀
城
に

火
を
放
ち
焼
失
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
大
事
件
も

発
生
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

し
か
し
、
そ
の
後
、
伊
治
砦
麻
呂
の
反
乱
は
鎮
圧

さ
れ
ま
す
が
、
各
地
で
ゲ
リ
ラ
的
な
蝦
夷
と
の
交
戦

は
止
ま
ず
、
蝦
夷
の
地
の
戦
い
は
泥
沼
化
に
な
っ
て

い
っ
た
。 

 

 

奈
良
時
代
の
後
期
、
延
暦
八
年
（7

8
9

）
第
五
十
代

桓
武
天
皇
は
蝦
夷
の
完
全
支
配
を
目
論
見
、
紀
古
佐

美
（
き
の
こ
さ
み
）
を
総
大
将
と
し
て
約
一
万
の
大

軍
を
編
成
し
鎮
圧
に
向
か
わ
せ
る
の
で
す
。 

こ
れ
に
立
ち
向
か
う
の
が
ア
テ
ル
イ
（
阿
弖
流
為
）

軍
千
人
で
し
た
。
結
果
は
、
畿
内
と
は
全
く
気
象
条

件
な
ど
が
違
う
地
の
利
を
巧
み
に
生
か
し
た
ア
テ

ル
イ
軍
は
、
朝
廷
軍
一
万
を
翻
弄
し
圧
勝
す
る
の
で

す
。 朝

廷
軍
は
別
将
の
丈
部
善
理
ら
戦
死
者
２
５
人
、

矢
に
あ
た
る
者
２
４
５
人
、
川
で
溺
死
１
０
３
６
人
、

裸
身
で
泳
ぎ
逃
げ
る
者
１
２
７
人
な
ど
、
こ
の
鎮
圧

に
は
大
損
害
を
被
り
大
失
敗
に
終
わ
り
、
紀
古
佐
美

は
京
へ
帰
還
し
蝦
夷
征
伐
総
大
将
を
解
任
さ
れ
る

の
で
す
。 

 

坂
上
田
村
麻
呂
の
登
場 

 

そ
の
後
、
延
暦
十
年
（791

）
に
大
伴
弟
麻
呂
（
お

お
と
も
の
お
と
ま
ろ
）
が
征
夷
大
使
に
叙
任
さ
れ
、 

武
官
の
坂
上
田
村
麻
呂
（
さ
か
の
う
え
の
た
む
ら
ま

ろ
）
を
副
将
軍
の1

人
と
し
て
、
ヤ
マ
ト
政
権
の
蝦

夷
地
攻
略
の
指
揮
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

く
の
で
す
。 

 

坂
上
田
村
麻
呂
は
、
蝦
夷
軍
と
の
戦
い
の
こ
れ
ま

で
の
経
緯
を
熟
慮
し
軍
制
の
改
革
、
防
具
の
強
化
な

ど
、
兵
士
の
質
の
強
化
を
図
っ
て
い
っ
た
。 

  

時
は
平
安
時
代
に
入
り
、
延
暦
十
三
年
（794

）
二

月
、
大
伴
弟
麻
呂
、
坂
上
田
村
麻
呂
は
征
夷
に
向
け

出
発
。
蝦
夷
地
で
の
戦
い
は
、
族
長
ア
テ
ル
イ
率
い

る
蝦
夷
軍
の
壊
滅
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
戦
果
は

「
斬
首457

，
捕
虜150

、
獲
馬85

疋
、」
戦
勝
に

近
い
戦
果
を
以
っ
て
、
遷
都
さ
れ
た
ば
か
り
の
平
安

京
（
京
都
）
に
凱
旋
し
、
天
皇
に
節
刀
を
返
上
し
、

大
伴
弟
麻
呂
は
征
夷
の
功
に
よ
り
従
四
位
下
に
叙

任
さ
れ
た
。 

 

そ
し
て
、
坂
上
田
村
麻
呂
は
、
延
暦
十
五
年
（796

）

に
「
陸
奥
出
羽
按
察
使
兼
陸
奥
守
」
に
任
命
さ
れ
、

さ
ら
に
鎮
守
府
将
軍
も
兼
ね
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

陸
奥
守
・
鎮
守
府
将
軍
と
な
っ
た
坂
上
田
村
麻
呂

は
、
延
暦
二
十
年
（801

）
二
月
、
征
夷
大
将
軍
と
し

て
節
刀
を
賜
り
、
軍
勢
４
万
、
軍
監
５
人
、
軍
曹
３

２
人
を
率
い
て
平
安
京
を
出
征
し
征
討
に
向
か
う
。 

 

同
年
十
月
未
、
再
び
ア
テ
ル
イ
軍
と
戦
う
が
、
壊

滅
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
大
方
の
「
討
伏
」

に
成
功
し
凱
旋
し
、
桓
武
天
皇
へ
節
刀
を
返
上
す
る

の
で
す
。 

 

ア
テ
ル
イ
（
阿
弖
流
為
）
の
降
伏 

  

坂
上
田
村
麻
呂
の
征
討
の
巧
み
さ
は
朝
廷
に
認

知
さ
れ
延
暦
二
十
一
年
（802

）
二
月
、
蝦
夷
地
へ
朝

廷
の
権
威
と
権
力
を
顕
わ
に
す
る
た
め
の
拠
点
と

し
て
「
造
陸
奥
国
胆
沢
城
使
」
に
叙
任
さ
れ
「
胆
沢

城
」
を
造
営
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
再
び
、
坂
上
田

村
麻
呂
は
節
刀
を
賜
り
、
胆
沢
城
造
営
使
と
し
て

「
陸
奥
国
」
へ
と
派
遣
さ
れ
た
。 

 

こ
の
造
営
は
蝦
夷
の
族
長
・
ア
テ
ル
イ
と
の
和
平

交
渉
を
重
ね
な
が
ら
、
工
事
は
着
々
と
進
め
て
い
っ

た
。
朝
廷
の
権
威
と
坂
上
田
村
麻
呂
の
柔
和
策
を
も
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っ
て
、
俘
囚
浪
人
４
千
人
を
胆
沢
城
周
辺
に
移
住
さ

せ
る
こ
と
に
成
功
し
、「
胆
沢
城
」
は
着
々
と
実
質
的

に
鎮
守
府
の
形
を
整
え
て
き
ま
し
た
。 

 

同
年
五
月
、
こ
の
胆
沢
城
完
成
間
近
に
、
阿
弖
流

為
（
ア
テ
ル
イ
）
と
同
僚
の
盤
具
母
體
（
い
わ
ぐ
の

も
れ
）
は
坂
上
田
村
麻
呂
の
勢
い
に
屈
し
、
五
百
人

の
部
下
を
率
い
て
降
伏
し
て
き
ま
し
た
。 

  

同
年
七
月
、
坂
上
田
村
麻
呂
は
阿
弖
流
為
（
ア
テ

ル
イ
）
と
盤
具
母
體
（
い
わ
ぐ
の
も
れ
）
を
引
き
連

れ
平
安
京
に
向
か
っ
た
。
田
村
麻
呂
は
こ
の
族
長
二

人
に
は
、
朝
廷
の
も
と
で
蝦
夷
国
の
経
営
に
当
た
ら

せ
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。 

京
に
着
き
、
二
人
の
族
長
の
身
柄
は
公
卿
の
会
議

に
計
ら
れ
ま
す
が
、
田
村
麻
呂
の
期
待
も
空
し
く
、
、

公
卿
会
議
の
裁
定
で
は
、
両
人
は
惨
く
も
斬
首
と
決

定
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

平
安
京
遷
都
千
二
百
年
を
記
念
し
た
時
（
平
成
六
年
＝

1
9
9
4

）
坂
上
田
村
麻
呂
の
創
建
と
伝
わ
る
「
清
水
寺
」
の

境
内
に
、
阿
弖
流
為
（
ア
テ
ル
イ
）
と
盤
具
母
體
（
い
わ

ぐ
の
も
れ
）
の
慰
霊
碑
が
祀
ら
れ
ま
し
た
。 

 

奧
六
郷
の
成
立 

 

阿
弖
流
為
（
ア
テ
ル
イ
）
と
盤
具
母
體
（
い
わ
ぐ

の
も
れ
）
の
降
伏
に
よ
り
、
朝
廷
の
蝦
夷
の
支
配
地

は
拡
大
し
て
い
っ
た
。 

さ
ら
に
、
延
暦
二
十
二
年
（803

）
に
は
志
波
城
を

造
営
す
る
。
そ
し
て
、
田
村
麻
呂
の
亡
き
後
に
は
弘

仁
二
年
（811

）
か
ら
徐
々
に
朝
廷
の
支
配
地
は
拡
大

の
傾
向
を
強
め
、
弘
仁
六
年
（815

）
代
に
は
、
胆
沢

城
は
兵
士
４
０
０
人
、
健
士
３
０
０
人
の
計
７
０
０

人
が
６
０
日
或
い
は
９
０
日
の
交
代
制
で
、
常
時
７

０
０
人
体
制
を
維
持
し
蝦
夷
地
を
防
衛
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。 

し
か
し
、
戦
費
の
維
持
が
か
さ
む
こ
と
か
ら
、
以

後
、
蝦
夷
に
対
し
。
慰
撫
政
策
を
優
先
さ
せ
、
俘
囚

長
の
任
命
な
ど
の
融
和
策
に
切
り
替
え
、
攻
略
は
実

施
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。 

そ
の
結
果
、
時
を
経
て
西
暦
九
百
年
代
に
は
、
ヤ

マ
ト
政
権
の
支
配
地
は
拡
大
さ
れ
、「
岩
手
、
志
和
、

婢
抜
、
和
賀
、
江
刺
、
伊
沢
」（
現
在
の
青
森
県
、
岩

手
県
、
福
島
県
）
の
広
大
な
「
奧
六
郷
」
が
成
立
し

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

安
部
氏
の
抬
頭 

  

第
四
十
五
代
聖
武
天
皇
の
詔
に
よ
り
、
天
平
十
五

年
「
墾
田
永
年
私
財
法
」（
新
開
地
さ
れ
た
土
地
は
私

有
で
き
る
）
が
立
法
さ
れ
、
次
第
に
新
地
が
開
墾
さ

れ
、
賢
い
貴
族
、
大
寺
社
は
開
墾
者
か
ら
寄
進
を
受

け
益
々
私
有
の
土
地
は
肥
大
化
し
て
い
く
。
こ
れ
が

荘
園
化
の
始
ま
り
と
な
っ
て
い
く
の
で
す
。 

  

平
安
時
代
に
入
り
、
天
皇
を
補
佐
す
る
藤
原
摂
関

家
は
天
皇
家
と
姻
戚
関
係
を
結
び
、
次
第
に
政
治
の

独
裁
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

律
令
国
家
を
進
め
て
き
た
中
央
政
権
（
朝
廷
）
は

人
口
の
増
加
も
手
伝
っ
て
様
々
な
政
策
を
打
ち
出

す
こ
と
と
な
り
ま
す
。
摂
関
政
治
の
打
ち
出
し
た

「
不
輸
の
権
」（
土
地
に
関
す
る
法
＝
荘
園
の
減
税
）

も
拍
車
を
か
け
る
よ
う
に
、
西
暦
九
百
年
代
に
入
る

と
律
令
制
度
は
自
然
崩
壊
し
て
い
っ
た
。 

 

こ
の
当
時
の
土
地
に
対
す
る
大
き
な
事
件
は
天

慶
三
年
（940

）
の
「
平
将
門
事
件
」
で
、
「
新
皇
」

を
掲
げ
、
筑
波
山
一
帯
の
常
陸
地
方
の
独
立
を
図
っ

た
朝
廷
と
の
戦
い
は
壮
絶
を
極
め
、
歴
史
に
残
る
大

事
件
で
あ
っ
た
。 

こ
れ
ら
の
事
柄
は
、
こ
れ
か
ら
登
場
す
る
奧
六
郷

の
俘
囚
長
（
俘
囚
の
中
か
ら
朝
廷
に
よ
っ
て
選
出
さ

れ
た
有
力
者
）
安
部
一
族
も
学
習
し
て
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す 
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安
部
氏
の
出
自
に
つ
い
て
は
確
た
る
も
の
は
無

い
が
、
安
部
氏
の
家
伝
に
よ
れ
ば
、
初
代
神
武
天
皇

に
誅
さ
れ
た
「
畿
内
の
王
・
長
脛
彦
（
な
が
す
ね
び

こ
）
」
の
「
兄
・
安
日
彦
（
あ
び
ひ
こ
）
」
を
そ
の
始

祖
と
す
る
説
。
或
い
は
、
安
部
忠
良
（
生
誕
不
詳
）

が
、
陸
奥
権
守
に
任
命
さ
れ
、
息
子
ら
一
族
郎
党
を

連
れ
て
京
都
か
ら
陸
奥
国
へ
下
向
し
、
奧
六
郷
に
土

着
し
、
そ
し
て
、
そ
の
土
地
の
俘
囚
を
従
わ
せ
勢
力

を
伸
ば
し
て
い
っ
た
「
中
央
貴
族
出
身
」
で
は
な
い

か
と
い
う
説
な
ど
学
説
が
分
か
れ
て
い
ま
す
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
陸
奥
守
安
部
忠
良
の
嫡
男
・

安
部
頼
時
（
？-1

0
5
7

）
が
奧
六
郷
俘
囚
長
と
な
り
、

婚
姻
な
ど
で
一
族
の
勢
力
を
拡
大
し
、
奧
六
郷
を
独

立
国
の
よ
う
に
統
率
し
て
い
く
の
で
す
。 

 

鬼
切
部

お
に
き
り
べ

の
戦
い 

 

安
部
頼
時
は
、
当
初
は
朝
廷
を
中
央
政
府
と
認
め
、

貢
租
（
年
貢
）
を
納
め
て
い
た
の
で
す
が
、
次
第
に

滞
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。
こ
の
行
為
は
貴

族
、
或
い
は
大
寺
社
の
荘
園
か
ら
は
税
金
は
免
除
さ

れ
る
と
い
う
「
不
輸
の
権
」
を
学
び
そ
し
て
、
そ
の

権
利
を
主
張
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

し
か
し
、
朝
廷
は
安
倍
頼
時
が
貢
租
を
滞
納
す
る

た
め
の
理
由
で
懲
罰
を
課
す
た
め
に
、
永
承
六
年

（1
051

）、
時
の
陸
奥
守
・
藤
原
登
任
（
ふ
じ
わ
ら
の

な
り
と
う
）
と
秋
田
城
介
・
平
重
成
と
を
朝
廷
は
挙

兵
さ
せ
、
討
伐
に
向
か
わ
せ
ま
す
。 

こ
れ
を
安
部
頼
時
が
迎
い
打
っ
た
場
所
は
、
玉
造

郡
鬼
切
部
（
現
在
の
宮
城
県
大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
）

な
の
で
す
。 

こ
の
戦
闘
は
、
後
に
「
鬼
切
部
の
戦
い
」
と
歴
史

上
に
称
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
戦
闘
の
結
果
は
、
安
部

頼
時
軍
の
大
勝
利
に
終
わ
り
、
敗
れ
た
朝
廷
軍
は
膨

大
な
戦
死
者
を
出
し
、
藤
原
登
任
は
解
任
さ
れ
京
に

呼
び
戻
さ
れ
ま
す
。 

 

源
頼
義
の
登
場 

 

こ
の
敗
北
を
機
会
に
、
朝
廷
は
陸
奥
守
を
公
家
で

は
な
く
、
長
元
元
年
（1028

）
に
起
き
た
房
総
地
方

の
「
平
忠
常
の
乱
」
を
戦
う
こ
と
な
く
鎮
め
た
英
雄
、

武
勇
の
誉
れ
高
い
武
家
の
河
内
源
氏
・
源
頼
義
を
陸

奥
守
に
補
任
し
、
多
賀
城
に
着
任
さ
せ
ま
す
。 

 

頼
義
の
陸
奥
守
就
任
を
怖
れ
た
安
部
頼
時
は
、
就

任
を
祝
い
忠
誠
を
誓
い
、
さ
ら
に
改
名
ま
で
し
ま
す
。

実
は
、
頼
時
の
当
時
の
名
は
頼
良
（
よ
り
よ
し
）
で

し
た
が
、
源
頼
義
と
同
じ
読
み
の
た
め
、
遠
慮
し
て

自
ら
改
め
た
の
で
す
。 

  

永
承
七
年
（1052

）、
後
冷
泉
天
皇
の
祖
母
・
上
東

門
院
の
病
気
平
癒
の
願
い
の
大
赦
（
た
い
し
ゃ
：
罪

人
の
罪
が
減
刑
さ
れ
る
こ
と
）
が
行
わ
れ
、
鬼
切
部

で
、
朝
廷
軍
を
破
っ
た
「
安
倍
頼
時
」
も
恩
赦
を
受

け
ま
す
。 

 

一
方
、
源
頼
義
は
武
士
の
最
高
栄
誉
職
の
「
鎮
守

府
将
軍
」
に
叙
さ
れ
、
陸
奥
国
に
置
か
れ
た
鎮
守
府

（
軍
政
府
）
の
長
官
に
も
就
任
し
ま
す
。 

安
倍
頼
時
は
、
鎮
守
府
将
軍
・
源
頼
義
に
恭
順
の

意
を
表
し
、
少
し
ば
か
り
は
平
穏
な
日
々
が
続
い
て

い
ま
し
た
が
、
源
頼
義
の
陸
奥
守
の
任
期
満
了
と
な

る
天
喜
四
年
（1056

）
に
些
細
な
讒
言
か
ら
争
い
に

な
り
、
こ
の
讒
言
が
原
因
と
な
り
、
後
世
に
「
前
九

年
の
役
」
と
言
わ
れ
る
血
み
ど
ろ
の
戦
い
が
始
ま
っ

て
い
く
の
で
す
。 

 

阿
久
利
川
事
件 

 
 

  

源
頼
義
は
陸
奥
守
の
任
期
が
迫
り
、
鎮
守
府
（
胆

沢
城
）
か
ら
国
府
（
多
賀
城
）
に
帰
還
中
、
阿
久
利

川
河
畔
に
野
営
し
た
際
、
頼
義
の
も
と
に
密
使
が
訪

れ
、
頼
義
の
部
下
・
藤
原
光
貞
が
夜
襲
を
受
け
人
馬

が
殺
害
さ
れ
た
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
こ
と
が
告
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げ
ら
れ
た
。 

 

そ
こ
で
頼
義
は
光
貞
の
報
告
を
聞
く
と
、
光
貞
は

「
安
倍
頼
時
の
嫡
子
・
安
部
貞
任
が
以
前
か
ら
自
分

の
妹
を
妻
に
し
た
い
と
言
っ
て
き
て
い
た
が
、
卑
し

い
俘
囚
に
は
や
れ
ぬ
と
断
っ
た
こ
と
を
恨
ん
で
の

夜
襲
に
違
い
な
い
」
と
申
し
立
て
た
。 

 

そ
れ
を
聞
い
た
頼
義
は
、
証
拠
の
確
証
を
得
ぬ
ま

ま
、
安
倍
頼
時
に
息
子
の
「
貞
任
」
を
処
罰
し
よ
う

と
出
頭
を
命
じ
ま
す
が
、
頼
時
は
貞
任
を
差
し
出
す

こ
と
を
拒
否
し
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
衣
川
関
を
閉
じ

て
頼
義
の
多
賀
城
へ
の
道
も
塞
い
で
し
ま
う
の
で

す
。 

 

こ
の
よ
う
な
一
連
の
事
件
の
た
め
、
頼
義
は
安
倍

一
族
の
討
伐
を
朝
廷
に
持
ち
込
み
、
安
倍
頼
時
討
伐

の
宣
旨
を
拝
戴
し
、
実
行
に
移
す
の
で
す
。
こ
こ
か

ら
ま
た
、
奧
六
郷
の
安
部
一
族
と
源
頼
義
・
義
家
と

の
壮
絶
な
戦
い
が
勃
発
す
る
の
で
す
。 

 

藤
原
経
清
の
登
場 

  

陸
奥
国
の
国
司
に
仕
え
て
い
た
「
藤
原
経
清
」
は
、

元
来
源
頼
義
の
弟
・
源
頼
清
の
郎
従
で
、
頼
清
が
陸

奥
守
と
し
て
長
久
年
間
（1

04
0

～1
0
4
4

）
に
多
賀
城

に
赴
任
し
た
時
下
向
し
て
き
た
と
い
う
。 

 

そ
し
て
、
安
倍
頼
時
の
娘
・
有
加
一
乃
末
陪
（
あ

り
か
い
ち
の
ま
え
）
を
娶
り
、
在
庁
官
人
と
し
て
陸

奥
国
府
の
多
賀
城
に
勤
務
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
経

清
に
お
け
る
資
料
は
現
存
し
て
い
な
い
が
陸
奥
権

守
従
七
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
亘
理
郡
（
わ
た
り
、
現

宮
城
県
亘
理
郡
）
を
拝
領
し
荘
園
経
営
を
行
う
と
同

時
に
交
通
の
要
衝
を
支
配
し
、
そ
こ
を
通
過
す
る
者

か
ら
交
通
税
を
課
し
財
力
を
蓄
え
て
い
た
と
い
う
。 

 

 

阿
久
利
川
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
安
部
頼
時
と
源

頼
義
の
戦
い
が
始
ま
る
と
、
当
初
、
経
清
は
陸
奥
守

頼
義
に
従
っ
て
朝
廷
軍
と
し
て
戦
う
が
、
経
清
と
同

じ
く
安
倍
頼
時
の
娘
を
妻
に
迎
え
て
、
源
頼
義
に
従

っ
て
い
た
「
平
永
衡
」
が
謀
反
の
疑
い
（
甲
冑
を
派

手
に
纏
い
舅
の
安
部
頼
時
に
朝
廷
軍
の
位
置
を
知

ら
せ
た
と
い
う
讒
言
に
よ
る
疑
い
）
で
頼
義
に
討
た

れ
る
と
い
う
身
に
迫
る
事
件
が
発
生
し
ま
す
。 

こ
れ
に
は
、
経
清
は
、
自
分
が
い
つ
頼
義
に
討
た

れ
る
か
分
か
ら
な
い
危
機
感
を
覚
え
、
安
倍
頼
時
が

多
賀
城
奇
襲
す
る
と
い
う
噂
を
流
し
、
頼
義
が
急
遽

多
賀
城
に
引
き
返
し
た
時
に
、
経
清
は
兵
八
百
を
率

い
て
、
頼
義
軍
か
ら
離
反
し
、
安
部
頼
時
の
軍
に
合

流
し
て
い
く
の
で
す
。 

 

安
部
頼
時
の
死 

 

 

源
頼
義
の
陸
奥
守
任
期
が
終
わ
り
、
次
の
陸
奥
守

に
は
公
家
の
藤
原
良
綱
（
良
経
と
い
う
説
も
あ
る
）

に
決
ま
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
し
か
し
、
阿
久
利
川

事
件
の
報
が
京
に
も
届
く
と
、
藤
原
良
綱
（
良
経
）

は
陸
奥
守
を
辞
退
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で

朝
廷
は
、
頼
義
を
再
度
、
天
喜
五
年
（1056

）
陸
奥

守
に
任
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

再
び
、
陸
奥
守
と
し
て
踏
み
と
ど
ま
っ
た
源
頼
義

軍
と
安
部
頼
時
軍
の
戦
い
は
、
ま
た
ま
た
始
ま
っ
た
。

頼
義
軍
は
苦
戦
し
一
進
一
退
の
攻
防
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
る
中
、
頼
義
は
津
軽
の
俘
囚
で
安
部
頼
時
の

親
族
で
あ
る
「
安
部
富
忠
（
あ
べ
の
と
み
た
だ
）」
を

調
略
し
、
天
喜
五
年
（1057

）
五
月
、
味
方
に
引
き

入
れ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。 

こ
れ
に
驚
い
た
頼
時
は
七
月
、
富
忠
に
思
い
と
ど

ま
る
よ
う
説
得
の
た
め
、
津
軽
に
向
か
う
が
、
途
中
、

富
忠
の
伏
兵
の
攻
撃
を
受
け
流
れ
矢
に
あ
た
り
、
こ

の
傷
が
元
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

安
部
貞
任
の
登
場
と 

『
黄
海
（
き
の
み
）
の
戦
い
」 

  

父
・
頼
時
の
死
後
も
安
部
氏
は
降
伏
す
る
こ
と
な

く
、
む
し
ろ
後
を
継
い
だ
嫡
男
・
安
部
貞
任
（
あ
べ
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の
さ
だ
と
う
）
は
以
前
に
も
増
し
て
激
し
く
抗
戦
。

天
喜
五
年
（1

0
57

）
九
月
、
頼
義
は
朝
廷
に
安
倍
頼

時
の
戦
死
を
報
告
し
、
そ
し
て
、
援
軍
と
兵
糧
の
支

援
を
要
請
し
ま
す
が
、
朝
廷
か
ら
は
何
ら
支
援
の
報

せ
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

朝
廷
の
支
援
の
無
い
ま
ま
、
天
喜
五
年
（1

0
5
7

）

十
一
月
、
東
北
の
厳
し
い
冬
の
状
態
を
計
算
に
入
れ

ず
頼
義
は
、
多
賀
城
の
国
府
軍
一
八
〇
〇
余
を
率
い

て
出
陣
し
ま
す
。 

こ
れ
に
対
し
て
の
安
部
貞
任
軍
は
、
藤
原
経
清
軍

と
合
わ
せ
四
〇
〇
〇
の
兵
を
率
い
、
陸
奥
国
・
黄
海

（
き
の
み
＝
現
在
の
岩
手
県
一
関
市
）
で
「
黄
海
の

戦
い
」
が
始
ま
り
ま
す
。 

頼
義
軍
は
厳
し
い
雪
の
荒
れ
す
さ
ぶ
寒
さ
と
兵

糧
の
不
足
も
あ
り
、
ま
た
、
安
部
・
藤
原
軍
の
地
の

利
を
生
か
し
た
戦
に
は
、
多
く
の
名
だ
た
る
家
臣
を

失
う
な
ど
悲
惨
な
ま
で
の
軍
の
大
半
を
失
う
大
敗

を
喫
し
て
し
ま
う
。 

大
将
の
頼
義
も
戦
死
の
誤
報
が
流
れ
る
な
ど
で

あ
っ
た
が
、
嫡
男
・
源
義
家
（
そ
の
時
十
八
歳
）
の

活
躍
で
、
家
臣
六
名
と
九
死
に
一
生
を
得
て
戦
場
よ

り
脱
出
に
成
功
し
ま
す
。 

 

そ
の
後
、
勝
利
し
た
安
部
・
藤
原
経
清
軍
は
益
々

勢
力
を
伸
ば
し
、
奧
六
郷
以
南
に
も
進
出
し
、
朝
廷

の
赤
札
に
代
わ
っ
て
、
藤
原
経
清
の
白
札
で
「
税
」

を
徴
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
部
軍
は
財
を
蓄
え
、

奧
六
郷
は
安
倍
・
藤
原
王
国
の
状
態
で
推
移
し
て
い

き
ま
す
。 

 

清
原
氏
の
参
戦 

  

「
黄
海
の
戦
い
」
で
九
死
に
一
生
を
得
た
頼
義
は
、

そ
の
大
敗
に
よ
っ
て
受
け
た
損
害
は
甚
大
で
、
そ
の

後
の
数
年
間
は
、
朝
廷
よ
り
の
恩
賞
の
無
い
ま
ま
、

ひ
た
す
ら
兵
力
の
回
復
を
図
っ
て
い
っ
た
の
で
す

が
、
安
部
・
藤
原
軍
に
対
し
て
の
軍
事
行
動
は
起
こ

せ
な
い
程
弱
体
化
し
て
い
た
。 

 
無
為
な
時
間
を
過
ご
し
た
頼
義
は
、
康
平
五
年

（1
062

）
陸
奥
守
の
任
期
が
切
れ
、
後
任
に
は
公
家
・

高
階
経
重
（
た
か
し
な
の
つ
ね
し
げ
）
が
着
任
し
て

き
た
。
し
か
し
、
郡
司
た
ち
は
経
重
に
従
う
も
の
僅

か
で
源
頼
義
に
従
う
者
ば
か
り
で
し
た
。 

経
重
は
何
も
で
き
ず
帰
洛
す
る
こ
と
な
り
、
京
に

帰
還
し
陸
奥
守
を
解
任
さ
れ
て
し
ま
う
。 

そ
こ
で
、
朝
廷
は
、
よ
う
や
く
東
北
地
方
（
奧
六

郷
）
の
従
属
さ
せ
る
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
取
り
、

再
度
、
源
頼
義
を
陸
奥
守
に
任
ず
る
こ
と
と
な
り
、

朝
廷
も
頼
義
に
協
力
体
制
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。 

 

頼
義
は
兵
力
増
強
の
た
め
、
朝
廷
に
働
き
か
け
隣

国
の
「
出
羽
国
」
の
国
守
・
源
斉
頼
に
援
軍
の
派
遣

を
求
め
た
。 

 

そ
し
て
、
出
羽
に
勢
力
を
張
る
清
原
氏
の
当
主
・

「
清
原
光
頼
＝
き
よ
は
ら
み
つ
よ
り
」
に
も
朝
廷
の

命
を
伝
え
、「
珍
奇
な
贈
物
」
を
贈
り
続
け
援
軍
要
請

を
し
て
い
き
ま
す
。 

 

つ
い
に
、
清
原
氏
は
康
平
五
年
（1062

）
八
月
、

弟
の
「
清
原
武
則
（
き
よ
は
ら
た
け
の
り
）」
を
惣
領

代
理
と
し
て
一
万
の
大
軍
を
も
っ
て
頼
義
の
も
と

に
出
仕
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
れ
に
よ
り
、
頼
義
軍
は
国
府
軍
三
千
の
兵
と
合

わ
せ
一
万
三
千
の
官
軍
と
な
り
、
安
部
・
藤
原
軍
に

対
し
大
規
模
な
軍
事
作
戦
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。 

 

頼
義
の
攻
勢 

  

冬
の
戦
闘
で
辛
酸
を
舐
め
た
頼
義
は
、
清
原
軍
の

参
入
に
よ
り
、
安
部
・
藤
原
軍
へ
の
攻
撃
を
夏
場
決

着
と
目
論
み
ま
す
。
早
速
八
月
十
七
日
に
は
、
安
部

貞
任
の
弟
・
安
部
宗
任
の
籠
る
「
小
松
柵
」
を
攻
め

落
と
し
進
軍
。
九
月
に
入
り
、
安
部
貞
任
の
壮
絶
な

反
撃
に
合
う
が
、
嫡
男
・
義
家
と
義
綱
の
活
躍
で
こ

れ
を
撃
退
。 
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頼
義
は
一
気
に
攻
め
上
が
り
、
衣
川
関
は
火
攻
め

で
安
部
軍
を
混
乱
さ
せ
、
安
部
軍
の
有
力
な
武
将
を

戦
死
に
追
い
や
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
一
気
に
頼

義
軍
は
、
こ
の
段
で
優
位
に
立
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

 
 

こ
の
勢
い
は
、
安
部
軍
の
最
期
の
砦
・
厨
川
柵
（
く

り
や
が
わ
の
さ
く
）
の
戦
い
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

両
軍
壮
絶
な
戦
い
と
な
り
ま
す
が
、
頼
義
は
近
隣
の

村
々
か
ら
材
木
や
藁
を
集
め
、
厨
川
柵
を
火
攻
め
落

さ
せ
て
し
ま
う
。 

 

結
果
は
、
頼
義
軍
の
大
勝
利
と
な
り
、
一
方
の 

安
部
貞
任
は
深
手
を
負
い
、
戦
い
の
終
わ
り
近
く
に 

は
無
念
の
最
期
を
遂
げ
て
い
き
ま
す
。
一
方
の
藤
原 

経
清
は
捕
縛
さ
れ
頼
義
の
面
前
に
引
き
出
さ
れ
る
。 

頼
義
は
積
年
の
恨
み
の
籠
っ
た
経
清
を
最
も
残
酷 

な
「
錆
び
た
鋸
（
の
こ
ぎ
り
）」
で
大
苦
痛
の
挽
（
ひ
） 

き
殺
し
の
刑
に
処
す
る
の
で
す
。 

 

『
安
部
氏
』
の
滅
亡
と 

『
前
九
年
の
役
』
終
焉 

  

奧
六
郷
の
覇
者
・
安
部
一
族
と
在
庁
官
人
か
ら
土

着
し
た
藤
原
経
清
と
鎮
守
府
将
軍
で
あ
り
陸
奥
守
・

源
頼
義
・
義
家
の
戦
い
は
、「
鬼
切
部
の
戦
い
」（10

5
1

）

か
ら
始
ま
り
、
出
羽
国
清
原
氏
の
参
戦
に
よ
る
壮
絶

な
「
厨
川
柵
の
戦
い
」
の
約
十
二
年
間
の
長
き
に
わ

た
る
戦
い
は
、
こ
こ
で
終
焉
を
見
る
の
で
す
。 

 

康
平
六
年
（1063

）
二
月
、
頼
義
は
、
貞
任
、
経

清
の
首
を
掲
げ
て
京
の
都
に
凱
旋
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
よ
う
や
く
朝
廷
よ
り
叙
目
が
行
わ
れ
、
頼

義
は
正
四
位
下
伊
予
守
に
任
じ
ら
れ
、
嫡
男
の
義
家

も
従
五
位
下
出
羽
守
に
任
じ
ら
れ
、
ま
た
、
清
原
武

則
も
従
五
位
上
に
叙
さ
れ
、
鎮
守
府
将
軍
に
も
補
任

さ
れ
る
な
ど
恩
賞
を
賜
っ
た
の
で
す
。 

 

清
原
家
の
抬
頭 

  
奧
六
郷
の
盟
主
・
安
部
貞
任
と
藤
原
経
清
を
源
頼

義
へ
援
軍
出
動
さ
せ
勝
利
し
た
結
果
、
一
躍
、
清
原

武
則
は
鎮
守
府
将
軍
に
補
任
さ
れ
、
さ
ら
に
奧
六
郷

と
出
羽
国
の
広
大
な
東
北
の
地
の
統
治
を
任
じ
ら

れ
る
の
で
す
。 

こ
の
時
、
錆
び
た
鋸
で
処
刑
さ
れ
た
藤
原
経
清
の

妻
・
有
加
一
乃
末
陪
（
あ
り
か
い
ち
の
ま
え
）
を
、

嫡
男
の
清
原
武
貞
（
き
よ
は
ら
の
た
け
さ
だ
）
の
正

室
と
し
て
迎
え
入
れ
る
の
で
す
が
、
経
清
の
遺
児
・

清
衡
（
七
歳
）
も
連
れ
て
い
く
の
で
す
。 

清
衡
は
危
う
く
斬
首
と
な
る
処
を
助
け
ら
れ
、
さ

ら
に
、
武
貞
の
養
子
と
な
っ
て
「
清
原
清
衡
（
き
よ

は
ら
の
き
よ
ひ
ら
）」
を
名
乗
り
、
こ
れ
が
後
に
は
藤

原
清
衡
と
改
名
し
、
奥
州
藤
原
の
祖
と
な
る
人
物
と

な
る
の
で
す
が
、
こ
の
時
に
は
、
清
原
一
族
の
仲
間

に
な
っ
て
い
く
の
で
す 

そ
し
て
、
こ
の
清
原
家
の
複
雑
な
人
間
関
係
の
中

に
幼
少
時
か
ら
地
獄
を
幾
回
も
見
る
よ
う
な
内
紛

に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
し
ぶ
と
く
生
き
延
び
、
こ

れ
が
奥
州
藤
原
王
国
誕
生
を
誕
生
さ
せ
仏
国
土
造

営
の
端
緒
と
な
る
の
で
す
。 

  
 

源
義
家
の
陸
奥
守
就
任 

  

奧
六
郷
と
出
羽
国
を
合
わ
せ
た
東
北
地
方
を
任

さ
れ
た
清
原
家
は
、
安
部
一
族
を
打
ち
砕
い
た
当

主
・
清
原
武
則
か
ら
の
当
主
は
「
武
貞
」
に
移
っ
て

い
き
ま
す
。 

清
原
武
貞
に
は
前
妻
の
嫡
男
・
清
原
真
衡
（
き
よ

は
ら
の
さ
ね
ひ
ら
）
が
居
り
、
こ
の
状
況
の
中
に
清

衡
が
養
子
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

さ
ら
に
当
主
・
武
貞
と
有
加
一
乃
末
陪
と
の
間
に

は
「
清
原
家
衡
（
い
え
ひ
ら
）」
が
誕
生
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
が
ま
た
、
先
々
の
内
紛
の
種
と
な

っ
て
い
く
の
で
す
。 

当
主
・
武
貞
が
亡
く
な
り
、
次
の
当
主
に
嫡
男
の

清
原
真
衡
が
就
任
し
ま
す
。
奧
六
郷
の
統
治
者
の
代
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替
わ
り
の
中
、
永
保
三
年
（1

0
8
3

）
の
秋
、
清
原
家

の
統
治
を
任
さ
れ
て
い
る
陸
奥
国
に
、
過
っ
て
生
死

の
戦
い
の
場
を
経
験
し
た
「
源
義
家
」
が
陸
奥
守
を

拝
命
し
多
賀
城
に
赴
任
し
て
き
ま
す
。 

清
原
家
当
主
の
清
原
真
衡
は
義
家
を
三
日
間
に

わ
た
り
多
賀
城
で
歓
待
し
も
て
な
し
ま
す
。 

 

清
原
家
の
内
紛 

 

  

当
主
に
清
原
真
衡
が
就
任
し
ま
す
が
、
真
衡
に
は

嫡
男
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
、
海
道
小
太
郎
と
い

う
平
氏
血
縁
の
者
を
養
子
に
迎
い
入
れ
、
こ
れ
を

「
清
原
成
衡
」
と
名
乗
ら
せ
ま
す
。 

 

更
に
真
衡
は
、
成
衡
の
嫁
に
常
陸
国
か
ら
源
頼
義

の
娘
と
さ
れ
る
女
性
を
永
保
年
間
（1

0
81

～8
3

年
）

に
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
こ
の
両
者
の
婚
礼
の
際
、
陸
奥
の
真
衡

の
館
に
、
出
羽
か
ら
駆
け
付
け
た
真
衡
の
叔
父
（
清

原
武
貞
の
弟
）
の
「
吉
彦
秀
武
」
が
、
祝
い
の
席
に

と
「
朱
塗
り
の
盆
」
に
「
砂
金
」
を
盛
り
上
げ
参
上

し
ま
し
た
が
、
真
衡
は
囲
碁
に
夢
中
と
な
り
無
視
し

て
し
ま
う
の
で
す
。 

 

こ
の
行
為
に
面
目
を
潰
さ
れ
た
秀
武
は
大
い
に

怒
り
、
砂
金
を
庭
に
ば
ら
ま
き
出
羽
に
帰
っ
て
い
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

真
衡
は
秀
武
の
一
連
の
行
為
を
聞
き
、
直
ち
に
秀

武
の
討
伐
を
決
意
し
軍
を
起
こ
し
た
。 

 

『 

源
義
家
の
介
入
と 

清
原
真
衡
の
急
死 

』 

  

真
衡
の
秀
武
討
伐
の
報
を
受
け
た
秀
武
は
、
逆
に

日
頃
か
ら
真
衡
と
不
仲
と
噂
を
さ
れ
て
い
る
「
家
衡
」 

と
「
清
衡
」
に
兵
の
蜂
起
を
促
し
味
方
す
る
よ
う
密

使
を
送
っ
た
。 

 

両
人
は
秀
武
に
呼
応
し
、
兵
を
進
め
真
衡
の
館
を

攻
め
た
。
し
か
し
、
真
衡
不
在
の
館
は
、
源
義
家
の

国
府
軍
に
守
ら
れ
、
家
衡
・
清
衡
連
合
軍
は
撃
退
さ

れ
大
敗
を
喫
し
、
国
府
に
降
伏
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。 

 
と
こ
ろ
が
、
秀
武
討
伐
に
向
か
っ
て
い
っ
た
真
衡

は
進
軍
中
に
病
の
た
め
に
急
死
す
る
と
い
う
意
外

な
事
態
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

清
衡
と
家
衡
の
抗
争 

 

こ
の
事
態
に
陸
奥
守
源
義
家
は
、
真
衡
の
統
治
し

て
い
た
奧
六
郷
を
３
郡
ず
つ
、
清
原
清
衡
と
家
衡
に

分
与
し
両
人
に
そ
れ
ぞ
れ
統
治
さ
せ
る
こ
と
を
裁

定
す
る
の
で
す
。 

 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
裁
定
に
不
満
を
募
ら
せ
た
「
家

衡
」
は
、
応
徳
三
年
（1086

）
に
「
清
衡
」
の
館
を

急
襲
し
、
清
衡
の
妻
子
一
族
を
す
べ
て
殺
し
て
し
ま

う
事
件
を
起
こ
し
て
し
ま
う
の
で
す
。 

 

辛
う
じ
て
生
き
延
び
た
清
衡
は
国
府
に
た
ど
り

つ
き
、
陸
奥
守
源
義
家
に
家
衡
の
暴
挙
を
訴
え
出
ま

し
た
。
源
義
家
は
清
衡
の
訴
え
を
認
め
、
家
衡
の
討

伐
を
決
定
し
助
力
を
約
束
す
る
の
で
す
。 

 

 

義
家
・
清
衡
軍
は
沼
柵
（
秋
田
県
横
手
市
雄
物
川

町
沼
館
）
に
陣
取
っ
た
家
衡
を
攻
撃
し
た
が
、
季
節

は
冬
の
た
め
と
攻
撃
の
準
備
不
足
も
重
な
り
、
義

家
・
清
衡
軍
は
大
敗
し
て
し
ま
う
の
で
す
。 

 

勝
利
し
た
家
衡
軍
は
、
さ
ら
に
防
御
が
強
固
な

「
金
沢
柵
」
へ
と
移
動
し
、
防
御
態
勢
を
固
め
勢
力

拡
大
を
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
論
み
ま
す
。 

寛
治
元
年
（1087

）
義
家
・
清
衡
軍
再
び
家
衡
の

籠
る
「
金
沢
柵
」
を
攻
め
る
も
、
な
か
な
か
落
と
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
吉
彦
秀
武
も

援
軍
と
し
て
駆
け
付
け
、
兵
糧
攻
め
を
提
案
す
る
。 

 

兵
糧
攻
め
さ
れ
た
金
沢
柵
か
ら
、
飢
餓
に
苦
し
む

女
子
供
が
投
降
し
て
く
る
。
義
家
は
、
最
初
は
こ
れ

を
許
し
て
い
た
が
、
戦
況
の
長
引
く
こ
と
を
避
け
皆

殺
し
に
し
て
い
く
。
こ
の
行
為
に
怖
れ
て
投
降
者
の
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い
な
く
な
っ
た
柵
内
の
糧
食
が
急
速
に
尽
き
て
い

く
こ
と
を
恐
怖
し
た
家
衡
は
金
沢
柵
に
火
を
放
ち

敗
走
す
る
。
家
衡
は
下
人
に
身
を
や
つ
し
逃
亡
を
図

っ
た
が
、
見
破
ら
れ
誅
殺
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。 

 

『 

藤
原
清
衡 

奥
州
藤
原
家
の
祖 

』 

 

陸
奥
守
源
義
家
の
助
力
と
吉
彦
秀
武
の
策
略
に

よ
り
、
清
衡
は
異
父
兄
弟
の
家
衡
を
死
に
追
い
や
り
、

源
義
家
の
裁
定
に
よ
り
、
い
よ
い
よ
奧
六
郷
の
勢
力

者
と
な
っ
て
い
く
。 

そ
し
て
、「
清
原
」
の
名
か
ら
、
父
の
藤
原
経
清
の

姓
を
い
た
だ
き
「
藤
原
清
衡
」
を
名
乗
る
こ
と
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。 

こ
こ
で
奥
州
藤
原
王
国
の
祖
と
な
る
の
で
す
。
時

に
、
寛
治
元
年
（1

0
87

）
清
衡
三
十
二
才
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
。 

 
 清

衡
は
本
拠
地
を
江
刺
郡
豊
田
館
に
構
え
勢
力

の
拡
大
を
図
る
一
方
、
寛
治
五
年
（10

9
1

）
に
は
関

白
藤
原
師
実
（
も
ろ
ざ
ね
）
に
貢
馬
す
る
な
ど
、
京

の
藤
原
氏
と
交
友
を
深
め
る
こ
と
に
努
め
、
寛
治
八

年
（1

0
94

）
に
は
奧
六
郷
の
押
領
使
（
お
う
り
ょ
う

し
＝
軍
事
統
率
者
）
を
拝
命
し
、
着
々
と
奥
州
の
統

治
者
と
し
て
の
地
位
を
固
め
て
い
く
の
で
す
。 

 

平
泉
の
造
営 

 

嘉
保
年
中
（1094

-
95

）
頃
に
は
豊
田
館
か
ら
衣
川

を
南
に
越
え
て
、
磐
井
郡
平
泉
に
居
を
移
し
、
政
治

文
化
の
中
心
都
市
の
壮
大
な
建
設
に
着
手
し
、
中
国

宋
王
朝
や
北
方
貿
易
に
も
勢
力
を
拡
大
さ
せ
て
ゆ

く
。 七

歳
の
幼
少
時
に
は
、
父
・
藤
原
経
清
の
過
酷
な

ま
で
の
残
忍
な
処
刑
を
目
の
当
た
り
に
し
、
辛
く
も

母
の
嫁
ぎ
先
に
養
子
の
身
と
な
り
、
成
人
し
一
家
を

構
え
て
か
ら
、
異
父
兄
弟
の
家
衡
に
よ
る
妻
子
眷
属

を
殺
さ
れ
る
と
い
う
凄
惨
極
ま
り
な
い
道
を
歩
ん

で
き
た
清
衡
は
、
争
い
の
な
い
仏
国
土
の
政
治
体
制

を
目
指
し
、
ま
ず
敵
味
方
の
霊
を
鎮
め
る
ば
か
り
で

な
く
獣
や
鳥
な
ど
犠
牲
に
な
っ
た
す
べ
て
の
霊
を

慰
め
、
極
楽
浄
土
に
導
い
て
い
こ
う
と
す
る
大
伽
藍

の
建
設
に
着
手
し
て
い
く
の
で
す
。 

そ
の
規
模
は
寺
塔
四
十
余
、
僧
坊
は
三
百
余
に
及

ん
だ
と
寺
伝
は
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
時
代
を
経

て
も
燦
然
と
輝
く
「
金
色
堂
」
は
創
建
当
時
の
栄
華

を
今
に
伝
え
て
い
る
の
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
奥
州
藤
原
王
国
四
代
百
年
の
栄
華

の
基
礎
を
築
い
た
の
が
「
藤
原
清
衡
」
な
の
で
す
。 

 

二
代
藤
原
基
衡
の
政
治
力 

  

大
治
三
年
（1128

）
父
・
清
衡
の
死
に
伴
い
、
家

督
相
続
の
争
い
が
起
こ
り
、
異
母
兄
・
藤
原
惟
常
（
こ

れ
つ
ね
）
を
死
に
追
い
や
り
、
基
衡
は
二
代
当
主
と

な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
内
乱
終
結
に
基
衡
を
支

え
て
き
た
「
信
夫
佐
藤
氏
」
な
ど
臣
下
と
し
軍
事
力

も
次
第
に
備
わ
っ
て
き
た
。 

 

康
治
元
年
（1142

）
陸
奥
守
藤
原
師
綱
と
の
間
に

諍
い
を
起
こ
し
、
大
切
な
臣
下
を
失
っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
朝
廷
に
は
逆
ら
わ
ず
恭
順
す
る
こ
と
を
選
択

し
て
い
き
ま
す
。 

次
に
後
白
河
天
皇
近
臣
の
「
藤
原
基
成
」
が
陸
奥

守
に
就
任
下
向
し
て
く
る
と
、
こ
れ
に
は
早
々
と
臣

従
し
、
や
が
て
三
代
当
主
と
な
る
嫡
子
・
藤
原
秀
衡

に
基
成
の
娘
を
正
妻
と
し
て
迎
え
入
れ
る
こ
と
を

画
策
し
実
現
さ
せ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
が
、
朝
廷

と
の
つ
な
が
り
を
よ
り
深
く
し
て
い
く
の
で
す
。 

 

久
安
六
年
（1150

）
か
ら
久
寿
三
年
（1156

）
に

か
け
て
亡
き
父
・
清
衡
の
浄
土
思
想
を
引
き
継
ぎ
、

毛
越
寺
や
無
量
光
院
な
ど
大
伽
藍
、
仏
塔
、
庭
園
な

ど
が
整
然
と
平
安
京
を
模
し
た
仏
塔
を
造
立
し
て

い
き
ま
す
。 
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そ
し
て
、
そ
の
祝
い
の
品
は
豪
華
な
も
の
を
し
つ

ら
え
、
都
人
を
驚
か
せ
、
貢
馬
、
ア
ザ
ラ
シ
の
毛
皮

な
ど
を
献
上
し
、
そ
の
財
力
を
誇
示
し
、
ま
す
ま
す

朝
廷
と
の
関
係
を
深
め
て
奥
州
藤
原
王
国
を
安
定

さ
せ
て
い
く
の
で
す
。 

 

三
代
藤
原
秀
衡 

 

保
元
二
年
（11

5
7

）
、
政
治
力
の
濃
い
父
・
基
衡
の

死
去
に
伴
い
奥
州
藤
原
王
国
の
当
主
に
嫡
子
・
藤
原

秀
衡
が
継
承
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

引
き
続
き
官
位
も
押
領
使
に
朝
廷
よ
り
補
任
さ

れ
、
秀
衡
は
出
羽
国
、
陸
奥
国
の
軍
事
・
警
察
の
権

限
を
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
諸
郡
の
郡
司
を
主
体
に

し
た
武
士
団
十
七
万
騎
を
統
率
す
る
北
方
の
王
者

と
な
っ
て
い
く
の
で
す
。
さ
ら
に
、
鎮
守
府
将
軍
に

も
叙
任
さ
れ
て
い
き
ま
す 

 

そ
し
て
、
都
で
は
「
保
元
の
乱
」
と
二
年
後
に
始

ま
る
「
平
治
の
乱
」
の
大
争
乱
の
時
代
と
な
り
、
鎌

倉
で
頼
朝
が
平
家
打
倒
を
目
指
し
挙
兵
し
た
時
に
、

平
清
盛
か
ら
は
平
家
へ
の
援
軍
の
要
請
も
あ
っ
た

が
、
そ
の
要
請
に
は
一
切
応
ず
る
こ
と
の
な
い
揺
る

ぎ
な
き
奥
州
藤
原
王
国
が
築
か
れ
て
い
る
の
で
す
。 

 

都
で
は
、
延
久
四
年
（1073

）
践
祚
さ
れ
た
第
七

十
二
代
白
河
天
皇
は
、
北
面
の
武
士
を
創
設
し
自
ら

の
護
衛
団
と
し
て
武
士
団
を
重
用
し
藤
原
摂
関
家

よ
り
政
権
運
営
の
奪
還
を
目
指
し
ま
す
。 

そ
し
て
、
矢
継
ぎ
早
に
天
皇
か
ら
上
皇
、
そ
し
て

法
皇
と
な
り
藤
原
摂
関
家
よ
り
権
力
を
天
皇
家
に

移
し
「
白
河
法
皇
の
院
政
」
が
始
ま
り
ま
す
“ 

〝
治
天
の
君
”
と
称
さ
れ
絶
大
な
権
力
を
掌
握
し
て

い
た
が
、
後
を
継
い
だ
鳥
羽
院
と
崇
徳
院
が
皇
位
を

争
う
事
態
と
な
り
、
こ
こ
に
保
元
の
乱
が
勃
発
。
鳥

羽
院
の
流
れ
の
「
後
白
河
天
皇
」
が
皇
位
に
就
く
の

で
す
が
、
政
治
体
制
は
「
平
清
盛
」
派
に
対
し
「
藤

原
信
頼
・
源
義
朝
」
派
の
覇
権
争
い
が
始
ま
り
ま
す
。 

 
こ
の
時
、
源
義
朝
と
組
し
て
い
た
「
藤
原
信
頼
」

の
兄
・「
藤
原
基
成
」
は
陸
奥
守
を
拝
命
し
、
奥
州
藤

原
王
国
に
赴
任
し
て
お
り
、
王
国
の
覇
者
藤
原
秀
衡

へ
、
我
が
娘
を
嫁
が
せ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。 

「
弟
・
藤
原
信
頼
」
が
源
義
朝
と
平
治
元
年

（1
159

）、
平
清
盛
の
打
倒
に
立
ち
上
が
っ
た
。 

し
か
し
、
こ
の
戦
い
の
勝
者
は
「
平
清
盛
」
で
あ
り
、

敗
者
は
「
藤
原
信
頼
・
源
義
朝
」
と
な
っ
た
。 

結
果
、
源
義
朝
の
嫡
子
源
頼
朝
は
伊
豆
に
、
弟
・

希
義
は
土
佐
に
配
流
さ
れ
。
絶
世
の
美
女
と
伝
え
ら 

 

れ
る
義
朝
の
妻
妾
・
常
磐
御
前
に
は
生
ま
れ
た
ば
か

り
の
「
牛
若
」
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。 

一
方
、
首
謀
者
の1

人
・
藤
原
信
頼
は
公
卿
で
あ

り
な
が
ら
、
六
条
河
原
で
斬
首
さ
れ
て
し
ま
う
の
で

す
。 そ

し
て
、
陸
奥
守
在
任
中
の
兄
・
藤
原
基
成
に
も

弟
の
罪
科
が
及
び
陸
奥
守
の
叙
任
を
解
任
さ
れ
て

し
い
ま
す
。 

し
か
し
、
基
成
は
、
そ
の
後
奥
州
藤
原
王
国
の
平

泉
に
留
ま
り
、
秀
衡
の
顧
問
格
と
し
て
活
躍
し
て
い

く
の
で
す
が
、
こ
の
蜘
蛛
の
糸
の
よ
う
な
人
間
関
係

の
中
に
、
絶
世
の
美
女
牛
若
の
母
・
常
磐
御
前
が
嫁

い
で
い
く
「
一
条
長
成
」
が
藤
原
基
成
と
姻
戚
関
係

と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。 

こ
れ
か
ら
展
開
す
る
「
源
義
経
」
が
、
何
故
、
最

初
は
京
・
鞍
馬
か
ら
、
二
度
目
に
は
頼
朝
に
追
わ
れ

な
が
ら
奥
州
藤
原
王
国
へ
の
入
国
を
果
た
せ
た
の

か
、
母
・
常
盤
御
前
が
そ
の
栄
枯
盛
衰
に
も
大
き
く

関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。 

以
上
の
壮
絶
な
世
界
の
中
か
ら
奥
州
藤
原
王
国

は
創
立
し
、
そ
し
て
、
栄
華
を
極
め
た
証
人
の
「
中

尊
寺
・
金
色
堂
」
は
、
平
泉
の
深
い
森
の
中
に
静
か

に
永
遠
に
燦
然
と
耀
き
続
け
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
物

語
は
語
り
継
が
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。 【

続
き
】 
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＊
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【 
源
義
経
物
語 

】 

 

「
保
元
の
乱
」 

 

平
安
時
代
の
後
期
、
天
皇
家
の
後
継
天
皇
の
問
題

や
藤
原
摂
関
家
の
、
こ
れ
ま
た
当
主
継
承
の
問
題
で

大
き
く
京
の
都
は
揺
れ
動
い
て
い
た
。 

そ
の
原
因
は
遠
く
、
平
城
京
か
ら
平
安
京
に
遷
都

し
た
第
五
十
代
桓
武
天
皇
ま
で
遡
（
さ
か
の
ぼ
）
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、 

 
 

乙
巳
の
乱
（64

5

）
に
中
大
兄
皇
子
に
協
力
し
、
蘇

我
氏
を
滅
ぼ
し
た
藤
原
鎌
足
の
二
代
目
・
藤
原
不
比

等
は
天
皇
家
に
娘
を
后
と
し
て
送
り
込
み
、
天
皇
家

の
外
戚
と
し
て
の
地
位
を
着
々
と
朝
廷
内
に
堅
め
、

そ
の
権
力
を
掌
握
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。 

不
比
等
の
子
・
藤
原
種
継
は
桓
武
天
皇
に
仕
え
、

平
安
京
へ
の
遷
都
を
仕
切
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
あ

た
り
か
ら
藤
原
摂
関
家
と
し
て
の
地
位
が
始
ま
っ

て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
娘
を
后
と
し
、
天
皇
家
に
幼
帝
が
誕
生

す
れ
ば
、
幼
く
し
て
践
祚
さ
せ
、
幼
帝
の
後
見
人
と

し
て
の
権
力
構
造
を
作
り
上
げ
て
き
た
。
こ
の
摂
関

政
治
の
構
造
が
約
二
百
五
十
年
間
続
い
た
「
藤
原
頼

道
」
の
時
代
が
、
平
等
院
を
創
建
（1053

）
を
す
る

よ
う
に
我
が
世
の
春
を
謳
歌
し
て
い
た
。
一
方
、
奥

州
で
は
前
九
年
合
戦
（1051

）
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
こ
こ
で
藤
原
家
の
后
か
ら
は
女
帝
ば
か

り
の
誕
生
で
幼
帝
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が

第
七
十
一
代
後
三
条
天
皇
は
藤
原
家
と
血
筋
の
つ

な
が
ら
な
い
天
皇
と
な
り
、
後
三
条
天
皇
は
藤
原
摂

関
家
を
排
し
、
天
皇
親
政
を
目
指
す
こ
と
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
心
半
ば
で
崩
御
し
て
し

ま
い
ま
す
。 

こ
の
後
を
継
い
だ
第
七
十
二
代
白
河
天
皇
が
、
先

帝
の
意
思
を
継
ぎ
藤
原
摂
関
家
か
ら
の
権
力
奪
取

を
実
行
し
て
い
く
の
で
す
。 

白
河
天
皇
は
、
藤
原
政
権
を
見
習
っ
て
、
自
ら
の

幼
帝
を
天
皇
に
践
祚
さ
せ
、
上
皇
と
な
り
、
さ
ら
に

法
皇
の
御
位
と
な
り
、
朝
廷
政
治
を
我
物
と
し
て
い

き
ま
す
。
さ
ら
に
后
が
お
隠
れ
に
な
っ
た
の
を
機
会

に
孫
の
よ
う
な
「
待
賢
門
院
」
を
寵
愛
し
ま
す
。 

そ
し
て
、
天
皇
の
位
は
皇
太
子
の
堀
河
天
皇
と
し

ま
す
が
、
堀
河
天
皇
は
先
に
崩
御
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
四
才
に
な
る
孫
を
「
鳥
羽
天
皇
」
と
し

て
即
位
さ
せ
る
の
で
す
。
一
六
才
（1118
）
に
な
ら

れ
た
時
、
白
河
法
皇
の
寵
愛
を
う
け
た
待
賢
門
院
を

后
と
し
て
輿
入
れ
さ
せ
る
の
で
す
。 

そ
し
て
、
翌
年
元
永
二
年
（1119

）
に
は
、
後
に

崇
徳
天
皇
と
な
る
顕
仁
親
王
が
生
ま
れ
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
顕
仁
親
王
を
鳥
羽
天
皇
が
徹
底
的
に
き
ら

い
ま
す
。 

鳥
羽
天
皇
は
白
河
法
皇
の
差
配
で
「
上
皇
」
に
さ

せ
ら
れ
、
崇
徳
天
皇
が
誕
生
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
白
河
法
皇
は
崩
御
さ
れ
ま
す
。
そ
の
時
、
嫌
悪
感

が
爆
発
し
、
崇
徳
天
皇
を
、
す
ぐ
さ
ま
上
皇
に
祭
り

上
げ
、
自
ら
の
「
院
政
」
を
開
始
し
ま
す
。
崇
徳
上

皇
の
血
筋
を
絶
や
す
行
動
な
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な

状
況
の
な
か
で
、
鳥
羽
法
皇
は
崩
御
し
て
い
き
ま
す
。 

 

こ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
た
崇
徳
上
皇
は
、
自
ら

の
天
皇
親
政
を
目
論
見
、
鳥
羽
法
皇
亡
き
後
の
政
権

を
目
指
し
、
武
士
を
募
り
政
権
奪
取
に
立
ち
上
が
り

ま
す
。 

こ
れ
に
対
し
亡
き
鳥
羽
法
皇
陣
営
は
、
急
遽
「
後

白
河
天
皇
」
を
践
祚
さ
せ
対
抗
し
ま
す
。
こ
の
対
立

が
武
力
衝
突
と
な
っ
て
戦
い
と
な
っ
た
歴
史
が
「
保

元
の
乱
」
で
あ
り
ま
す
。 

戦
の
結
果
は
、
後
白
河
天
皇
を
擁
し
た
「
平
清
盛
」

と
「
源
義
朝
」
軍
の
勝
利
と
な
り
、
崇
徳
上
皇
軍
に

味
方
し
た
義
朝
の
父
・
源
為
義
な
ど
処
刑
さ
れ
、
逃

げ
た
為
朝
は
捕
ら
え
ら
れ
伊
豆
大
島
に
流
さ
れ
、
崇
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徳
上
皇
は
讃
岐
に
流
さ
れ
、
そ
の
地
で
崩
御
さ
れ
て

い
く
の
で
す
。 

 

「
平
治
の
乱
」
｝ 

 

保
元
の
乱
を
制
し
た
「
平
清
盛
」
は
臨
時
的
に
践

祚
さ
せ
た
後
白
河
天
皇
を
「
上
皇
」
に
祭
り
上
げ
、

十
五
歳
の
「
二
条
天
皇
」
を
誕
生
（11

5
8

）
さ
せ
ま

す
。
こ
の
複
雑
な
関
係
に
辣
腕
を
振
る
っ
た
の
が
下

級
貴
族
の
藤
原
通
憲
「
信
西
」
で
す
。 

信
西
は
、
天
皇
の
御
位
に
就
く
教
育
を
さ
れ
な
か

っ
た
「
後
白
河
上
皇
」
の
信
認
を
得
て
知
力
を
発
揮

し
平
清
盛
の
財
力
、
武
力
に
も
接
近
し
、
そ
し
て
、

清
盛
の
ラ
イ
バ
ル
「
源
義
朝
」
を
少
し
ず
つ
遠
ざ
け

て
い
き
ま
す
。 

源
義
朝
は
清
盛
と
一
緒
に
な
っ
て
朝
廷
政
権
を

守
り
通
し
た
自
負
が
あ
り
ま
す
が
、
父
・
為
義
は
処

刑
さ
れ
一
族
を
壊
滅
に
追
い
込
ま
れ
、
さ
ら
に
清
盛

と
の
恩
賞
の
差
も
大
き
く
水
を
開
け
ら
れ
る
と
い

う
冷
遇
も
受
け
、
次
第
に
朝
廷
政
治
を
陰
で
操
る
信

西
と
清
盛
に
は
、
大
い
に
不
満
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。 

一
方
、
貴
族
社
会
の
後
白
河
上
皇
に
寵
愛
さ
れ
て

い
た
「
藤
原
信
頼
」
も
信
西
に
よ
り
、
上
皇
と
の
関

係
を
遠
ざ
け
ら
れ
て
き
た
。
あ
ま
り
の
信
西
の
辣
腕

政
治
は
、
貴
族
社
会
の
中
に
も
改
革
を
求
め
ら
れ
、

藤
原
摂
関
家
は
疎
外
さ
れ
る
状
態
に
な
っ
て
き
た
。 

 

平
治
元
年
（1159

）
十
二
月
九
日
清
盛
は
一
門
を

伴
っ
て
熊
野
詣
で
に
出
か
け
た
。
こ
れ
を
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
た
「
藤
原
信
頼
」
は
不
満
の
塊
・
源
義
朝
の

武
力
を
頼
り
、
後
白
河
上
皇
を
法
性
寺
に
幽
閉
、
二

条
天
皇
を
擁
し
て
ク
ー
デ
タ
ー
を
成
功
さ
せ
た
。
そ

の
時
、
信
西
一
族
は
一
掃
さ
れ
て
し
ま
う
。 

こ
の
政
変
の
知
ら
せ
は
、
熊
野
詣
の
清
盛
に
は
早

馬
で
、
十
三
日
に
は
報
告
さ
れ
た
。
急
遽
、
六
波
羅

に
帰
っ
た
清
盛
は
衝
突
の
気
配
を
み
せ
ず
、
隠
密
裏

に
、
後
白
河
上
皇
と
二
条
天
皇
を
六
波
羅
に
奪
い
返 

し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、「
信
頼
・
義
朝
」
軍
を
朝
敵

と
み
な
し
一
斉
に
攻
撃
を
仕
掛
け
ま
す
。 

 

「
信
頼
」
捕
ら
え
ら
れ
、
公
卿
で
は
あ
り
え
な
い

六
条
河
原
で
斬
首
さ
れ
ま
す
。「
義
朝
」
は
一
族
を
か

け
て
奮
戦
す
る
も
、
敗
れ
敗
走
途
次
暗
殺
さ
れ
ま
す
。

長
男
・
義
平
は
清
盛
を
狙
う
が
逆
襲
さ
れ
憤
死
、
次

男
・
朝
長
は
戦
い
で
傷
つ
き
苦
し
み
の
中
父
・
義
朝

に
斬
ら
れ
、
三
男
・
頼
朝
は
、
こ
の
時
初
陣
を
飾
る

も
雪
降
る
中
、
東
国
を
目
指
す
が
捕
ら
え
ら
れ
翌

年
・
伊
豆
に
流
刑
と
さ
れ
、
弟
の
希
義
も
土
佐
に
流

さ
れ
て
、
こ
こ
で
源
氏
は
壊
滅
し
、「
平
家
に
あ
ら
ず

ん
ば
・
・
」
と
い
う
武
家
政
権
の
勃
興
と
も
い
え
る

「
清
盛
と
後
白
河
上
皇
」
の
時
代
と
な
っ
て
い
く
の

で
す
。 

  
 
 

「
義
経
の
誕
生
」 

 

平
治
の
乱
の
最
中
、
源
氏
の
棟
梁
・
頼
朝
の
愛
妾
・

「
常
磐
御
前
」
は
乳
飲
み
子
を
抱
き
、
手
に
は
二
人

の
子
供
を
連
れ
て
、
奈
良
の
宇
陀
に
逃
れ
た
。 

し
か
し
、
都
か
ら
母
親
が
娘
と
孫
の
行
方
を
厳
し

く
問
わ
れ
て
い
る
と
い
う
知
ら
せ
が
届
い
て
き
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
仕
え
て
き
た
九
条
院
（
近
衛
天

皇
の
中
宮
・
藤
原
呈
子
）
に
戻
り
、
三
人
の
子
ど
も

「
今
若
」「
乙
若
」「
牛
若
」
と
共
に
清
盛
の
沙
汰
の

覚
悟
に
委
ね
る
こ
と
に
決
め
た
の
で
す
。 

 

「
常
磐
御
前
」
の
史
実
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
九
条
院
が
雑
仕
女
を
募
っ
た
と
き
、
千
人
の
応

募
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
千
人
の
な
か
か
ら
選
ば

れ
た
「
常
磐
御
前
」
は
絶
世
の
美
女
で
あ
っ
た
と
い

う
。 近

衛
天
皇
は
鳥
羽
法
皇
の
第
九
子
で
、
そ
の
中
宮

と
な
ら
れ
た
「
藤
原
呈
子
」
に
仕
え
て
い
た
「
常
磐

御
前
は
、
鳥
羽
院
の
護
衛
を
務
め
て
い
た
武
勇
の
誉

れ
の
高
い
「
源
義
朝
」
に
出
会
い
、
こ
こ
で
見
染
め
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ら
れ
「
牛
若
」
が
誕
生
し
て
い
く
の
で
す
。 

 
 

「
清
盛
の
沙
汰
」 

 

清
盛
の
下
に
出
頭
し
た
「
常
磐
御
前
」
は
、
当
然
、

中
宮
・
藤
原
呈
子
の
口
添
え
も
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ

る
の
で
す
が
、
我
が
子
の
命
乞
い
を
、
わ
が
身
を
投

げ
出
し
て
訴
え
ま
す
。
あ
ま
り
の
美
貌
の
常
磐
御
前

に
清
盛
も
気
を
許
し
、「
今
若
」
を
醍
醐
寺
、「
乙
若
」

は
「
園
城
寺
」
に
預
け
る
沙
汰
を
下
し
、「
牛
若
」
は

ま
だ
乳
飲
み
子
の
た
め
、
母
の
「
常
磐
御
前
」
と
清

盛
の
も
と
に
留
ま
り
、
し
ば
ら
く
は
清
盛
の
愛
妾
と

な
っ
て
い
く
の
で
す
。 

「
牛
若
」
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
清
盛
と
接

し
て
い
る
の
で
、
幼
少
の
頃
は
清
盛
を
父
と
思
い
込

ん
で
も
不
思
議
で
な
い
世
界
に
住
ん
で
い
た
の
で

す
。
間
も
な
く
清
盛
と
常
磐
御
前
に
女
子
が
生
ま
れ

ま
す
。
こ
れ
が
正
妻
・「
平
時
子
」
に
知
ら
え
て
し
ま

い
ま
す
。 

清
盛
は
、
常
磐
御
前
を
大
蔵
卿
の
「
一
条
良
成
」

に
嫁
が
せ
、
こ
こ
で
無
罪
放
免
と
す
る
の
で
す
。 

「
牛
若
」
も
母
と
一
緒
に
一
条
家
に
移
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
母
と
一
条
良
成
と
の
間
に
男
子
が
生
ま
れ
、

ま
す
。
こ
の
子
（
能
成
）
は
幼
く
し
て
、
従
五
位
下

の
官
位
に
允
許
さ
れ
。
貴
族
社
会
へ
の
道
を
進
ん
で

い
く
の
に
対
し
、
九
歳
に
な
っ
た
牛
若
の
預
け
先
を

母
・
常
磐
御
前
は
決
意
し
ま
す
。 

 

「
鞍
馬
寺
へ
」 

 

 

牛
若
が
鞍
馬
寺
へ
入
寺
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、 

洛
北
・
鞍
馬
寺
の
別
当
で
あ
る
東
光
坊
阿
闍
梨
が
亡

き
「
義
朝
」
の
祈
り
の
師
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
母
常

磐
御
前
は
知
っ
て
い
た
。
そ
の
故
、
常
磐
は
牛
若
を

預
か
っ
て
く
れ
る
よ
う
願
い
出
て
、
牛
若
の
身
を
委

ね
る
の
で
す
。
東
光
坊
は
義
朝
の
御
曹
子
な
ら
と
喜

ん
で
寺
に
迎
え
い
れ
た
と
い
う
の
で
す
。 

 

 
鞍
馬
寺
の
本
尊
の
毘
沙
門
天
は
、
平
安
京
の
北
の

守
護
神
と
崇
め
ら
れ
、
こ
の
毘
沙
門
天
は
戦
い
の
神

で
あ
る
こ
と
か
ら
武
将
の
信
仰
が
篤
く
、
ま
た
、「
鬼

一
法
眼
（
き
い
ち
ほ
う
げ
ん
）」
と
い
う
陰
陽
師
に
由

来
す
る
「
鬼
一
法
眼
虎
の
巻
」
と
い
う
兵
法
書
が
存

在
し
、
武
田
信
玄
な
ど
は
、
こ
の
書
を
求
め
毎
年
多

く
の
土
産
を
送
っ
て
い
た
と
い
う 

 

 

鞍
馬
寺
へ
の
武
将
の
信
仰
は
平
安
時
代
初
期
か

ら
あ
り
、
史
実
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
秀
郷
流
藤
原
氏

の
藤
原
季
清
（
す
え
き
よ
）
は
「
西
行
」
と
な
っ
た

佐
藤
義
清
（
の
り
き
よ
）
の
祖
父
で
あ
る
が
白
河
院

政
期
に
検
非
違
使
と
し
て
活
躍
す
る
武
士
で
す
が
、

相
伝
の
地
紀
伊
国
名
草
軍
名
手
郷
（
和
歌
山
県
紀
の

川
市
）
に
「
紀
伊
国
堂
」
を
建
立
し
た
時
、
鞍
馬
寺

に
帰
依
し
て
い
た
の
で
、
本
尊
を
真
似
て
毘
沙
門
天

と
し
た
と
い
う
。 

ま
た
、
奥
州
平
泉
町
に
あ
る
「
達
谷
窟
・
た
っ
こ
く

の
い
わ
や
」
は
、
坂
上
田
村
麻
呂
が
窟
前
に
九
間
四

面
の
精
舎
を
建
て
。
鞍
馬
寺
を
模
し
て
多
聞
天
像
を

安
置
し
た
と
い
う
。 

  

こ
の
よ
う
に
軍
神
と
し
て
の
毘
沙
門
天
信
仰
は

平
安
時
代
以
前
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
常
磐
御
前

の
夫
・
源
義
朝
も
ま
た
鞍
馬
寺
に
帰
依
し
、
そ
の
祈

祷
師
を
祈
り
の
師
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
父
を
知

ら
な
い
牛
若
を
、
義
朝
ゆ
か
り
の
、
武
将
の
信
仰
の

篤
い
寺
に
入
寺
を
お
願
い
し
た
の
は
、
夫
義
朝
の
よ

う
な
武
勇
の
優
れ
た
武
将
を
牛
若
に
願
っ
て
い
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

  
 

「
遮
那
王
を
名
乗
る
」 

 

鞍
馬
へ
入
っ
た
遮
那
王
は
、
こ
こ
で
初
め
て
父
義

朝
の
仇
は
平
清
盛
で
あ
る
と
知
り
愕
然
と
す
る
。 

そ
れ
故
か
、
遮
那
王
、
剃
髪
せ
ず
鞍
馬
の
山
を
駆

け
巡
っ
て
、
平
家
打
倒
を
目
指
し
た
剣
術
の
修
行
に
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励
ん
で
、
戦
闘
に
お
け
る
身
体
能
力
を
つ
け
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
。 

伝
説
で
は
天
狗
か
ら
剣
の
極
意
を
伝
授
さ
れ
、
都

の
五
条
大
橋
で
刀
狩
り
の
猛
威
を
奮
っ
て
い
た
「
武

蔵
坊
弁
慶
」
と
も
出
逢
い
、
そ
し
て
橋
上
で
戦
い
破

り
、
終
生
家
臣
と
し
て
従
属
さ
せ
て
い
く
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
弁
慶
は
、
ま
た
、
山
岳
修
行
の
風
水
に
長
け

た
祈
祷
師
、
陰
陽
師
も
兼
ね
て
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
中
国
の
歴
史
を
垣
間
見
る
に
、
戦
場
に
は

必
ず
。
天
体
の
流
れ
、
風
の
流
れ
、
潮
の
満
ち
引
き

な
ど
を
計
算
さ
れ
た
軍
師
の
存
在
が
大
き
い
。
鎌
倉

時
代
に
於
い
て
も
、
源
頼
朝
は
平
家
打
倒
に
挙
兵
し

た
時
に
も
、
占
い
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
と
い
う
。 

 

ま
た
、
鬼
一
法
眼
が
秘
蔵
す
る
「
六
韜
三
略
・
り 

く
と
う
さ
ん
り
ゃ
く
）
」
を
、
法
眼
の
娘
を
通
じ
て
学

ん
だ
と
い
う
こ
と
が
義
経
記
に
書
か
れ
て
い
る
と

言
い
ま
す
が
、
こ
の
兵
法
書
は
、
中
国
・
周
時
代
（
紀

元
前
千
年
～
四
百
年
前
）
の
「
太
公
望
呂
尚
」（
た
い

こ
う
ぼ
う
ろ
し
ょ
う
）
が
著
し
た
六
巻
か
ら
成
り
、

こ
の
中
の
四
巻
目
の
「
虎
の
巻
」
が
特
に
、
後
の
源

平
合
戦
の
戦
略
と
戦
術
に
活
用
さ
れ
た
の
で
は
と

推
考
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

「
遮
那
王
の
脱
出
」 

  

遮
那
王
十
六
才
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
年
齢
に
な

る
と
平
家
か
ら
何
ら
か
の
新
し
い
処
断
が
下
さ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
し
て
や
、
剃
髪
せ
ず
鞍
馬
の

険
し
い
山
中
を
修
行
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た

ら
ど
の
よ
う
な
沙
汰
が
下
る
や
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

母
の
常
盤
御
前
は
、
夫
・
義
朝
の
再
来
を
願
っ
て

鞍
馬
寺
の
東
光
坊
阿
闍
梨
に
預
け
た
が
、
遮
那
王
を

鞍
馬
か
ら
逃
亡
さ
せ
る
こ
と
を
画
策
す
る
。 

こ
の
逃
亡
劇
は
、
常
磐
が
鞍
馬
寺
へ
預
け
る
時
、 

既
に
東
光
坊
阿
闍
梨
に
綿
密
に
相
談
し
、
そ
の
時
が

来
た
な
ら
ば
奥
州
藤
原
王
国
へ
と
い
う
シ
ナ
リ
オ

が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
し
か
考

え
ら
れ
な
い
の
で
す
。 

 
 

す
で
に
母
の
常
盤
御
前
は
入
寺
の
時
か
ら
の
計

算
上
か
も
し
れ
な
い
が
、
再
嫁
し
た
「
一
条
良
成
」

の
係
累
を
辿
る
と
、
奥
州
藤
原
王
国
の
当
主
・
藤
原

秀
衡
に
辿
り
付
く
こ
と
で
し
た
。 

さ
ら
に
、「
平
治
の
乱
」
で
夫
義
朝
と
組
し
た
「
藤

原
信
頼
」
の
兄
「
藤
原
基
成
」
が
秀
衡
の
岳
父
と
し

て
奥
州
藤
原
王
国
に
健
在
な
の
で
す
。 

 

 

承
安
四
年
（1174

）、
十
六
才
と
な
っ
た
遮
那
王
は

綿
密
な
計
画
の
も
と
、「
陵
介
重
頼
」（
み
さ
ぎ
の
す

け
し
げ
よ
り
）
の
手
引
き
で
鞍
馬
を
脱
し
、
奥
州
藤

原
家
の
御
用
商
人
の
金
売
り
吉
次
信
高
と
同
道
し

て
奥
州
藤
原
王
国
に
下
っ
て
い
く
の
で
す
。 

当
時
、
吉
次
の
よ
う
な
金
商
人
は
、
摂
関
家
や
院

の
厩
舎
人
（
き
ゅ
う
し
ゃ
び
と
）
と
も
い
わ
れ
て
お

り
、
日
宋
貿
易
や
造
寺
造
仏
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
金
の
需
要
が
増
え
、
商
人
た
ち
は
頻
繁
に
京

都
と
奥
州
を
行
き
来
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
身
を
窶

（
や
つ
）
し
た
遮
那
王
は
、
そ
の
御
用
商
人
吉
次
信

高
と
同
道
す
る
こ
と
で
怪
し
ま
れ
ず
容
易
く
脱
出

で
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

「
元
服
し 

義
経
と
な
る
」 

  

遮
那
王
は
奥
州
下
向
の
時
、
京
都
を
早
朝
発
っ
た

最
初
の
宿
場
の
近
江
国
鏡
宿
（
滋
賀
県
竜
王
町
）
で

元
服
の
儀
式
を
烏
帽
子
親
も
な
く
「
自
分
一
人
」
で

果
敢
に
行
う
の
で
す
。 

元
服
の
時
に
は
、
烏
帽
子
親
の
一
字
を
頂
き
改
名

に
使
わ
れ
る
場
合
が
多
い
の
で
す
が
、
事
前
に
考
え

て
準
備
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
「
源
氏
一
族
」
の

通
字
の
「
義
」
を
父
義
朝
か
ら
い
た
だ
く
こ
と
と
し
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た
。「
経
」
は
源
氏
の
姓
の
初
代
「
経
基
王
」
か
ら
か
、

こ
れ
か
ら
向
か
う
奥
州
藤
原
王
国
の
初
代
・
藤
原
清

衡
の
父
・
亘
理
権
大
夫
（
わ
た
り
の
ご
ん
の
だ
い
ふ
）

藤
原
経
清
の
一
字
を
い
た
だ
い
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。 

そ
れ
は
、
奥
州
藤
原
王
国
物
語
に
も
書
き
ま
し
た

が
、
前
九
年
の
役
で
奧
六
郷
を
支
配
し
て
い
た
安
部

貞
任
と
源
頼
義
が
率
い
る
官
軍
と
交
戦
し
た
際
、
妻

の
実
家
で
あ
る
安
部
軍
に
つ
い
た
経
清
は
、
康
平
五

年
（1

0
62

）
九
月
十
七
日
の
厨
川
（
く
り
や
が
わ
）

の
戦
い
に
敗
れ
、
頼
義
に
よ
っ
て
惨
殺
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。 

そ
の
時
。
経
清
の
妻
（
安
部
貞
任
の
妹
）
は
、
七

才
の
清
衡
を
連
れ
て
、
出
羽
の
俘
囚
清
原
武
則
に
再

嫁
し
て
、
後
に
家
衡
を
産
む
。
清
衡
は
清
原
姓
と
な

り
清
原
清
衡
と
し
て
育
つ
の
で
あ
る
。 

義
経
の
育
っ
た
環
境
は
、
こ
の
清
衡
の
境
遇
と
酷

似
す
る
。
そ
の
こ
と
も
学
習
し
て
い
た
の
か
、「
経
」

の
一
字
は
。
こ
の
強
靭
な
藤
原
経
清
か
ら
い
た
だ
い

た
と
考
え
て
も
不
思
議
で
は
な
い
と
思
え
る
の
で

す
。 

  
 

「
最
初
の
平
泉
」 

  

周
到
に
計
画
さ
れ
た
義
経
の
奥
州
藤
原
王
国
入

り
は
、
当
主
・
藤
原
秀
衡
に
歓
迎
さ
れ
、
母
常
盤
御

前
の
夫
・
一
条
長
成
の
親
族
・
前
陸
奥
守
「
藤
原
基

成
」
の
屋
敷
地
に
住
ま
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

史
書
に
は
、
義
経
の
平
泉
入
り
し
た
後
の
動
静
に

つ
い
て
は
一
切
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
項
は
周

り
の
状
況
か
ら
の
推
測
で
書
く
こ
と
を
お
許
し
願

い
た
い
。 

 

後
白
河
上
皇
の
近
臣
の
藤
原
範
季
（
の
り
す
え
）

は
、
安
元
三
年
（1176

）
正
月
、
陸
奥
守
に
就
任
し
、

三
月
二
十
日
に
は
鎮
守
府
将
軍
に
も
任
命
さ
れ
、
猶

子
の
下
野
守
範
光
を
同
道
し
奥
州
に
下
っ
て
き
た
。 

 

平
泉
で
は
、
前
鎮
守
府
将
軍
・
藤
原
秀
衡
、
ま
た
、

前
陸
奥
守
の
藤
原
基
成
が
居
り
、
こ
の
新
陸
奥
守
兼

鎮
守
府
将
軍
の
就
任
を
祝
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
席

に
は
当
然
、
義
経
も
出
席
し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 
 

ま
た
、
こ
の
「
範
季
」
は
、
義
経
の
異
母
兄
と
な

る
「
源
範
頼
（
の
り
よ
り
）
」
の
養
父
に
も
な
っ
て
お

り
、
義
経
が
在
京
中
に
は
在
京
活
動
を
助
け
、
義
経

の
逃
亡
中
に
も
援
助
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

ま
た
、
奥
州
藤
原
氏
は
ア
ザ
ラ
シ
の
毛
皮
、
中
国

の
陶
器
な
ど
の
交
易
も
み
ら
れ
、
当
然
そ
こ
に
は
、

中
国
の
兵
法
書
も
輸
入
さ
れ
、
義
経
は
平
家
打
倒
を

勉
強
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
で
き
る
。 

そ
し
て
奥
州
は
馬
の
産
地
で
あ
り
、
騎
射
術
の
鍛

錬
に
も
打
ち
込
み
、
こ
れ
が
義
経
の
持
つ
、
鞍
馬
で

培
っ
た
優
れ
た
身
体
能
力
と
騎
射
術
、
鬼
一
法
眼
の

虎
の
巻
、
奥
州
藤
原
家
の
兵
法
書
の
知
識
、
そ
し
て
、

風
水
に
長
け
た
弁
慶
の
存
在
も
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る

源
平
合
戦
に
華
々
し
く
開
花
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 

 

「
頼
朝
の
蜂
起
」 

 

「
平
家
に
あ
ら
ず
ん
ば
人
に
あ
ら
ず
」
と
豪
語
す

る
平
家
に
対
し
、
果
敢
に
令
旨
を
掲
げ
戦
い
を
挑
ん

だ
「
以
仁
王
」
に
呼
応
し
た
源
頼
朝
は
、
伊
豆
の
二

十
年
に
わ
た
る
流
刑
に
決
別
し
、
治
承
四
年
（1180

）

八
月
石
橋
山
で
平
家
打
倒
に
立
ち
上
が
っ
た
。 

し
か
し
、
平
家
方
の
大
庭
景
親
、
伊
東
祐
親
の
軍

勢
に
圧
倒
さ
れ
、
梶
原
景
時
の
見
逃
し
も
あ
っ
た
が

大
敗
し
、
真
鶴
岬
か
ら
房
総
へ
逃
げ
わ
た
る
。 

房
総
の
地
で
、
三
浦
義
澄
、
千
葉
常
胤
、
上
総
介

広
常
を
従
え
た
頼
朝
は
、
十
月
に
は
平
家
の
豪
族
を

蹴
散
ら
し
鎌
倉
は
大
倉
の
地
に
幕
府
の
芽
生
え
を

創
る
の
で
す
。 

平
家
の
御
大
・
平
清
盛
は
激
怒
し
、
平
敦
盛
を
総

大
将
と
し
て
二
万
の
討
伐
軍
を
、
鎌
倉
に
向
か
わ
せ

る
。
頼
朝
富
士
川
の
黄
瀬
川
宿
に
陣
を
張
り
、
維
盛

軍
と
対
峙
す
る
。 
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「
九
朗
義
経
の
登
場
」 

 

治
承
四
年
（1

1
80

）
八
月
、
兄
・
頼
朝
が
平
家
打

倒
に
立
ち
上
が
っ
た
と
い
う
情
報
が
平
泉
に
も
届

く
。
義
経
、
す
ぐ
さ
ま
馳
せ
参
ず
る
こ
と
の
許
し
を

秀
衡
に
問
う
。
秀
衡
は
奥
州
藤
原
王
国
を
さ
ら
に
強

固
な
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
義
経
の
成
長
が

必
要
と
期
待
を
か
け
て
い
た
の
で
固
辞
す
る
。 

 

 

し
か
し
、
義
経
の
平
家
打
倒
の
信
念
が
固
く
、
そ

れ
に
は
秀
衡
も
渋
々
承
知
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
。
そ
し
て
、
藤
原
家
の
猛
将
・
佐
藤
嗣
信
と
忠
信

の
兄
弟
を
義
経
の
許
に
参
陣
さ
せ
、
軍
勢
八
十
五
騎

と
し
て
鎌
倉
へ
発
信
さ
せ
る
の
で
す
。 

  

義
経
軍
団
、
奥
州
街
道
を
走
り
に
走
り
、
十
月
二

十
一
日
に
は
、
富
士
川
で
平
家
維
盛
軍
二
万
と
対
峙

す
る
頼
朝
の
陣
屋
の
「
黄
瀬
川
宿
」
に
到
着
。 

義
経
の
面
通
し
に
は
時
間
が
か
か
っ
た
が
、
涙
の
対

面
と
な
っ
て
い
く
。
義
経
は
産
ま
れ
て
以
来
肉
親
と

の
対
面
は
な
く
、
鞍
馬
の
山
の
孤
独
な
日
々
が
脳
裏

を
か
す
め
た
の
か
、
兄
・
頼
朝
に
逢
え
た
の
が
嬉
し

く
感
極
ま
り
嗚
咽
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
兄
・
頼
朝
も
涙
を
お
さ
え
て
い
た
と
い
う
。 

 

対
峙
し
た
維
盛
平
家
軍
二
万
の
軍
勢
は
、
富
士
川

に
羽
を
休
め
て
い
た
数
万
羽
の
渡
り
鳥
の
飛
び
立

つ
羽
音
の
大
き
さ
に
驚
き
一
斉
に
退
散
し
て
い
っ

た
。
頼
朝
戦
わ
ず
し
て
勝
ち
上
が
り
、
義
経
を
同
道

し
鎌
倉
へ
凱
旋
す
る
の
で
す
。 

  
 

「
木
曽
義
仲
の
蜂
起
」 

 

以
仁
王
の
令
旨
は
源
行
家
が
源
氏
に
関
わ
る
武

将
に
伝
え
平
家
打
倒
を
促
し
ま
す
。
そ
れ
に
い
ち
早

く
呼
応
し
た
の
が
「
木
曾
義
仲
」
で
す
。 

義
仲
は
頼
朝
の
父
・
義
朝
の
弟
・
源
義
賢
（
み
な

も
と
の
よ
し
か
た
）
の
嫡
子
で
す
が
、
父
は
兄
義
朝

の
長
男
・
源
義
平
に
領
土
争
い
に
負
け
誅
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
時
に
乱
か
ら
逃
れ
、
木
曽
の
山
中

で
育
て
ら
れ
力
を
つ
け
木
曽
義
仲
と
成
長
し
て
い

ま
し
た
。 

平
家
打
倒
に
呼
応
し
た
義
仲
。
瞬
く
間
に
北
陸
地

方
の
平
家
を
駆
逐
し
ま
す
。
こ
の
義
仲
と
頼
朝
の

「
平
家
打
倒
」
の
狼
煙
（
の
ろ
し
）
は
、
清
盛
に
大

シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
の
か
、
清
盛
は
熱
病
に
う
な
さ

れ
、
当
主
と
な
る
平
宗
盛
に
「
自
分
の
供
養
は
い
ら

ぬ
。
唯
一
つ
、
頼
朝
の
首
を
我
が
墓
前
に
供
え
よ
！
」

と
言
い
残
し
治
承
五
年
三
月
、
六
十
三
才
で
亡
く
な

り
ま
す
。
こ
れ
が
平
家
衰
退
を
一
気
に
加
速
さ
せ
て

い
き
ま
す
。 

義
仲
は
、
宗
盛
が
討
伐
に
向
か
わ
せ
た
維
盛
軍
十

万
を
倶
利
伽
羅
峠
で
敗
走
さ
せ
、
勢
い
に
乗
じ
て
京

の
都
に
な
だ
れ
込
み
ま
す
。 

義
仲
、
朝
廷
の
儀
式
礼
節
を
わ
き
ま
え
ず
、
後
白

河
法
皇
に
疎
ん
じ
ら
れ
、
兵
糧
の
準
備
も
な
い
ま
ま

翻
弄
さ
れ
弱
体
化
し
て
い
き
ま
す
。 

こ
れ
を
見
た
後
白
河
法
皇
は
、
密
か
に
、
鎌
倉
の

頼
朝
に
義
仲
排
除
の
宣
旨
を
下
す
の
で
す
。 

 
 

  

「
義
経
の
参
戦
」 

  

義
仲
討
伐
の
宣
旨
を
賜
っ
た
頼
朝
、
討
伐
軍
総
大

将
に
「
源
範
頼
」
を
瀬
田
の
唐
橋
か
ら
、
搦
手
将
軍

を
「
義
経
」
伊
勢
に
三
ヶ
月
滞
在
し
都
の
地
形
や
義

仲
の
動
静
、
ま
た
、
都
を
奪
還
し
よ
う
と
す
る
平
家

の
情
勢
を
入
念
に
調
べ
て
か
ら
、
宇
治
川
を
渡
河
し 

京
の
義
仲
を
誅
殺
し
て
し
ま
う
。
こ
こ
で
、
世
に
い

う
「
宇
治
川
の
先
陣
争
い
の
物
語
」
が
生
ま
れ
る
の

で
す
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
別
に
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

勝
利
を
成
し
遂
げ
た
源
範
頼
は
鎌
倉
へ
凱
旋
。
一

方
の
義
経
は
京
に
留
ま
り
、
都
の
安
全
快
復
と
朝
廷

の
警
護
を
頼
朝
か
ら
命
じ
ら
れ
る
の
で
す
。 

 

こ
の
時
の
義
経
は
検
非
違
使
に
も
優
る
活
躍
を

見
せ
、
後
白
河
法
皇
の
目
に
留
ま
っ
た
こ
と
は
言
う
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ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

義
仲
に
よ
り
都
落
ち
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
安
徳

天
皇
（
三
種
の
神
器
を
奉
戴
）
を
擁
す
る
平
家
は
、

今
に
も
都
の
奪
還
が
で
き
る
よ
う
に
と
力
を
つ
け
、

本
拠
地
「
彦
島
」
か
ら
福
原
（
神
戸
）
と
屋
島
（
高

松
）
に
続
々
と
上
っ
て
陣
屋
を
構
築
し
て
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
驚
い
た
後
白
河
法
皇
は
、
今
度
も
ま
た
、

源
頼
朝
へ
「
平
家
討
滅
」
宣
旨
を
下
し
ま
す
。 

 

そ
の
時
の
義
経
は
、
入
洛
前
伊
勢
に
陣
を
張
っ
て

い
た
際
に
三
ヶ
月
か
け
都
の
情
勢
、
平
家
の
状
況
を

把
握
し
て
い
た
の
で
、
義
仲
を
殺
め
て
か
ら
二
週
間

の
滞
在
で
も
す
ぐ
出
陣
で
き
た
。
そ
の
後
は
約
一
ヶ

月
を
か
け
、
平
家
の
動
静
、
規
模
。
陣
屋
の
地
形
、

兵
糧
の
確
保
な
ど
を
地
元
の
漁
師
や
山
の
猟
師
を

慰
撫
し
味
方
と
し
て
家
人
に
取
り
立
て
な
が
ら
、
平

家
の
攻
略
方
法
を
綿
密
に
準
備
し
て
い
た
よ
う
で

す
。 

 
 

 
 

「
義
経
の
戦
法
」 

 
 

 

義
経
の
戦
い
の
最
大
の
特
徴
は
、
「
少
数
精
鋭
の

奇
襲
作
戦
」
と
捉
え
ま
す
。
平
家
の
拠
点
で
あ
っ
た

一
の
谷
や
屋
島
は
、
背
後
に
難
攻
不
落
の
崖
が
あ
り
、

正
面
か
ら
の
攻
撃
で
は
難
し
い
と
こ
ろ
を
予
想
も

で
き
な
い
背
後
か
ら
七
十
～
八
十
騎
の
攻
撃
で
相

手
を
混
乱
さ
せ
自
滅
に
追
い
込
ん
で
し
ま
う
。
自
軍

の
犠
牲
は
少
な
い
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
が
義
経
の
最

大
の
戦
略
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
一
に
谷
の
逆
落
と

し
や
屋
島
の
戦
い
で
そ
れ
が
実
行
さ
れ
勝
利
に
導

い
て
い
く
。 

ま
た
、
少
人
数
で
攻
撃
す
る
た
め
、
大
軍
に
み
せ

か
け
る
た
め
に
、
屋
島
の
戦
い
で
は
高
松
の
民
家
に

火
を
つ
け
、
数
騎
ご
と
に
一
塊
に
な
っ
て
群
が
り
な

が
ら
変
幻
自
在
の
姿
で
現
れ
相
手
を
拡
散
さ
せ
て

し
ま
う
。 

疾
風
の
よ
う
な
「
快
速
攻
撃
」
も
武
器
で
あ
る
。

丹
波
路
を
二
日
か
か
る
と
こ
ろ
を
一
日
で
駆
け
抜

け
、
ま
た
、
摂
津
国
渡
辺
か
ら
阿
波
国
ま
で
通
常
三

日
か
か
る
航
路
を
嵐
の
中
六
時
間
で
渡
り
き
っ
て

し
ま
う
。（
こ
の
時
、
梶
原
景
時
と
逆
櫓
（
さ
か
ろ
）

論
争
と
な
る
） 

さ
ら
に
阿
波
か
ら
八
島
ま
で
二
日
か
か
る
日
程

を
一
晩
で
不
眠
不
休
で
走
り
き
り
戦
い
に
臨
む
。 

ま
た
、
敵
を
言
葉
巧
み
に
調
略
に
引
き
込
み
味
方

に
し
て
し
ま
う
。
義
経
は
情
報
収
集
も
非
常
に
大
事

に
し
て
い
る
。
一
の
谷
へ
行
く
道
中
で
は
猟
師
の
鷲

尾
義
久
を
阿
波
で
は
近
藤
親
家
、
壇
ノ
浦
で
は
瀬
戸

内
海
の
水
軍
・
河
野
道
信
な
ど
を
協
力
者
と
し
て
重

用
し
て
い
る
。 

さ
ら
に
屋
島
で
は
、
月
の
満
ち
欠
け
に
伴
う
潮
汐

力
を
利
用
し
て
い
る
。
壇
ノ
浦
で
は
小
潮
期
を
選
び
、

潮
流
を
意
識
し
て
戦
っ
た
の
は
有
名
な
話
と
な
っ

て
い
る
の
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
義
経
の
戦
法
は
、
弁
慶
の
祈
祷
や
協

力
者
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
、
合
戦
の
日
次
や
現
地

の
地
勢
・
風
土
を
調
べ
、
相
手
の
防
備
や
攻
撃
を
想

定
し
、
効
率
的
な
戦
略
を
立
て
、
戦
場
で
は
、
義
経

自
身
が
常
に
前
線
に
い
て
、
率
先
し
て
奇
襲
攻
撃
を

し
か
け
る
。
指
揮
官
の
果
敢
な
戦
い
に
接
す
る
配
下

の
武
士
た
ち
は
、
感
動
す
る
と
と
も
に
士
気
も
高
ま

り
、
団
結
力
も
倍
増
し
て
い
く
の
で
す
。 

  

「
凱
旋
と
挫
折
」 

 

文
治
元
年
（1185

）
三
月
二
十
四
日
、
長
門
国
壇

ノ
浦
に
お
い
て
平
家
一
門
は
滅
ん
で
い
く
。
四
月
四

日
に
は
戦
勝
が
京
都
に
伝
わ
り
、
鎌
倉
へ
は
十
一
日

に
頼
朝
に
報
告
が
届
い
た
。
翌
十
二
日
に
は
戦
勝
処

理
の
評
定
が
開
か
れ
、「
範
頼
」
は
し
ば
ら
く
九
州
に

留
ま
り
、
平
家
の
領
地
な
ど
の
調
査
を
命
じ
ら
れ
る
。 

義
経
へ
は
、
生
け
捕
り
と
な
っ
た
「
平
宗
盛
・
宗

清
父
子
」」「
建
礼
門
院
」
た
ち
を
連
れ
て
上
洛
せ
よ

と
命
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
、
頼
朝
は
自
身
の
推
薦
の
な

い
御
家
人
の
任
官
は
絶
対
に
受
け
な
い
こ
と
を
厳

し
く
通
達
す
る
の
で
し
た
。 



19 

 

義
経
は
二
十
五
日
、
鎧
姿
で
、
神
鏡
・
神
璽
を
供

奉
し
て
京
都
に
凱
旋
し
た
。
翌
二
十
六
日
に
は
捕 

虜
と
な
っ
た
平
氏
の
人
た
ち
が
入
京
し
、
大
路
渡
し

を
行
っ
た
。 

二
十
七
日
に
は
義
経
は
、
院
よ
り
「
院
御
厩
司
」

に
任
じ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
頼
朝
の
推
薦
が
な
い
官

位
で
あ
っ
た
、
こ
れ
が
頼
朝
の
勘
気
に
触
れ
、
後
の

義
経
の
凋
落
の
原
因
と
な
っ
て
い
く
の
で
す
。 

逆
に
、
義
経
の
心
中
は
、
父
義
朝
の
会
稽
（
か
い

け
い
）
の
恥
（
過
去
に
受
け
た
辱
）
を
雪
ぐ
べ
く
源

氏
再
興
を
願
い
、
鞍
馬
寺
を
脱
出
し
て
か
ら
約
十
年

の
歳
月
が
流
れ
、
い
ま
そ
の
宿
願
が
達
成
さ
れ
た
と

兄
頼
朝
に
喜
ん
で
く
れ
る
も
の
と
思
い
こ
ん
だ
の

で
し
た
。 

そ
し
て
、
こ
こ
で
後
白
河
法
皇
の
策
略
が
見
え
て

き
ま
す
。
義
経
の
純
粋
さ
を
利
用
し
、
検
非
違
使
の

官
位
を
授
け
る
の
で
す
。
頼
朝
の
勘
気
は
義
経
へ
の

刺
客
（
土
佐
坊
昌
俊
・
と
さ
の
ぼ
う
そ
う
し
ゅ
ん
）

を
向
け
る
こ
と
に
発
展
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
静
御
前

の
機
転
で
、
義
経
は
、
こ
れ
を
撃
退
し
後
白
河
法
皇

の
宣
旨
を
拝
戴
し
、
逆
に
頼
朝
追
討
を
試
み
る
の
で

す
が
、
畿
内
の
武
将
に
呼
応
を
し
ま
す
が
、
応
ず
る

も
の
が
少
な
く
、
九
州
で
体
制
を
創
り
上
げ
頼
朝
に

対
抗
し
よ
う
と
文
治
元
年
（1

1
8
5

）
十
一
月
五
日
大

物
浦
（
だ
い
も
つ
う
ら
）
か
ら
船
出
し
ま
す
。
こ
こ

か
ら
、
義
経
の
逃
避
行
が
始
ま
り
ま
す
。 

  
 

「
平
泉
と
義
経
」 

 

義
経
一
行
は
、
大
物
浦
を
船
出
し
た
が
、
俄
か
に

天
候
が
急
変
し
、
壇
ノ
浦
で
沈
め
ら
れ
た
怨
霊
の
な

せ
る
業
と
後
年
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
引
き
返
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。 

義
経
に
同
行
し
て
い
た
者
は
、
僅
か
四
人
で
源
有

綱
、
堀
吉
次
、
弁
慶
、
静
御
前
で
あ
っ
た
。
船
出
に

失
敗
し
た
十
一
月
五
日
は
、
渡
辺
党
の
助
け
を
借
り

天
王
寺
辺
り
で
泊
ま
り
、
方
向
を
変
え
「
吉
野
」
に

向
か
う
こ
と
に
し
た
。 

し
か
し
、
吉
野
の
山
は
女
人
禁
制
で
、
こ
こ
で
義

経
は
再
会
を
約
し
て
別
れ
る
。
静
御
前
は
京
に
来
て

い
た
北
条
時
政
に
引
き
出
さ
れ
、
鎌
倉
に
同
行
さ
れ

る
。 残

っ
た
義
経
一
行
に
は
味
方
す
る
社
寺
や
反
鎌

倉
の
貴
族
も
多
く
約
三
年
間
の
逃
避
の
大
部
分
の

場
所
は
、
京
の
都
に
い
た
の
で
は
と
考
え
ら
れ
る
の

で
す
。
追
手
の
鎌
倉
頼
朝
の
手
に
な
か
な
か
落
ち
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
も
推
測
で
す
が
、
最
終
的

に
奥
州
藤
原
王
国
の
「
秀
衡
」
が
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
使
い
平
泉
ま
で
、
義
経
の
妻
子
ま
で
も
迎
い
入

れ
る
の
で
す
。
ま
た
、
後
白
河
法
皇
も
院
政
の
復
活

を
目
論
見
、
奥
州
藤
原
王
国
へ
向
か
う
よ
う
に
仕
組

ん
で
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

陸
奥
国
は
平
治
の
乱
後
に
は
院
の
御
分
国
も
あ

り
、
陸
奥
か
ら
の
利
益
も
多
大
で
あ
っ
た
。
そ
の
う

え
鎌
倉
に
対
峙
で
き
る
唯
一
残
さ
れ
た
勢
力
は
奥

州
藤
原
王
国
し
か
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
推

測
す
る
に
、
ま
す
ま
す
後
白
河
法
皇
と
藤
原
秀
衡
の

関
係
に
迫
っ
て
き
ま
す
。 

  

「
義
経
を
大
将
軍
に
」 

  

文
治
三
年
（1187

）
二
月
十
日
に
長
期
に
わ
た
る

逃
避
行
の
終
着
点
、
平
泉
に
到
着
し
た
義
経
家
族
と

主
従
は
し
ば
ら
く
は
安
穏
と
し
た
生
活
が
で
き
た

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
つ
か
の
間
、
十
月
二

十
九
日
に
は
義
経
の
最
大
の
後
ろ
盾
・
藤
原
秀
衡
が

他
界
し
て
し
ま
う
。 

 

秀
衡
は
臨
終
の
席
で
、
長
男
の
「
国
衡
」
と
嫡
男

の
「
泰
衡
」
が
兄
弟
融
和
な
関
係
で
奥
州
藤
原
王
国

を
守
っ
て
い
く
よ
う
な
対
策
を
施
す
。
そ
れ
は
、
当

主
を
「
泰
衡
」
に
継
が
せ
、
長
男
の
「
国
衡
」
に
は

当
時
の
秀
衡
の
妻
を
娶
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
そ
し
て
各
々
の
異
心
が
な
い
よ
う
に
「
起
請
文
」

を
書
か
せ
る
の
で
し
た
。 

 

そ
し
て
、
義
経
を
呼
ん
で
「
起
請
文
」
を
書
か
せ
、
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義
経
を
主
君
と
し
て
兄
弟
が
仕
え
、「
三
人
一
味
」
で

鎌
倉
に
対
峙
し
て
い
く
よ
う
に
遺
言
し
た
と
い
う
。

頼
朝
の
脅
威
と
は
別
に
、
秀
衡
の
心
配
は
平
泉
政
権

の
後
継
者
に
も
問
題
が
あ
っ
た
の
で
す
。 

 

 

「
義
経
の
最
期
」 

 

義
経
が
奥
州
藤
原
王
国
に
い
る
こ
と
が
確
実
と

な
っ
た
。
頼
朝
は
手
始
め
に
出
羽
国
へ
法
師
昌
尊
を

遣
わ
さ
れ
た
が
、
義
経
の
軍
兵
と
戦
い
命
か
ら
が
ら

鎌
倉
に
逃
げ
帰
っ
た
こ
と
は
、
義
経
が
鎌
倉
対
策
を

し
て
い
る
こ
と
の
証
で
あ
る
と
朝
廷
に
、
義
経
追
討

の
宣
旨
を
迫
る
。 

そ
し
て
、
泰
衡
と
元
陸
奥
守
・
藤
原
基
成
へ
「
義

経
を
捕
ら
え
差
し
出
す
事
、
そ
う
し
な
い
と
義
経
に

味
方
し
た
と
し
て
征
伐
を
下
す
」
と
い
う
内
容
の
宣

旨
が
発
し
ら
れ
た
の
で
す
。 

 

頼
朝
の
執
拗
な
攻
勢
に
泰
衡
、
文
治
五
年
（1

18
9

）

四
月
三
十
日
（
太
陽
暦
六
月
十
五
日
）
の
朝
早
く
東

の
空
が
白
み
始
め
る
頃
、
泰
衡
の
従
兵
数
百
騎
は
衣

川
館
を
攻
め
る
の
で
す
。 

義
経
の
従
者
二
十
人
多
勢
に
無
勢
、
立
ち
向
か
う

弁
慶
、
必
死
の
形
相
で
、
最
後
ま
で
主
君
を
守
る
の

で
す
。
義
経
二
十
二
才
の
郷
御
前
と
娘
四
才
を
旅
立

た
せ
自
ら
も
「
源
九
郎
判
官
義
経
」
の
命
を
絶
っ
て

い
く
の
で
す
。 

義
経
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
「
三
十
一
才
」
の
源
氏

の
御
曹
子
で
あ
り
ま
し
た
。 

  
 

 

「 

終 

章 

」 

 

縄
文
時
代
か
ら
の
争
い
を
知
ら
ぬ
蝦
夷
の
人
た

ち
は
、
同
じ
民
族
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
当
時
の
先

進
国
で
あ
る
中
国
・
唐
の
律
令
国
家
制
度
を
取
り
入

れ
た
ヤ
マ
ト
政
権
に
、
次
第
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

し
か
し
、
そ
の
ヤ
マ
ト
政
権
に
入
る
こ
と
を
拒
否

す
る
部
族
も
存
在
し
、
そ
こ
に
小
競
り
合
い
が
発
生

し
て
、
さ
ら
に
は
大
き
な
歴
史
に
残
る
戦
い
に
な
っ

て
平
定
さ
れ
、
そ
こ
に
文
化
が
芽
生
え
洗
練
さ
れ
、

気
持
ち
の
癒
さ
れ
る
世
界
が
で
き
あ
が
っ
て
い
く

の
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
考
え
ま
す
と
文
化
は
争
乱
の
最
終

結
晶
と
し
て
現
れ
て
く
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

現
在
の
中
尊
寺
に
は
争
い
の
跡
な
ど
は
微
塵
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
壮
絶
は
争
い
を
経
て
誕
生
し
た
物

語
を
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

は
黙
し
て
語
ら
ず
、
燦
然
と
輝
く
お
姿
に
は
唯
々
畏

敬
の
念
の
み
が
湧
き
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
り
ま

す
。 

ま
た
義
経
に
つ
い
て
は
、
筆
を
進
め
て
い
く
ほ
ど
、

純
真
無
垢
な
九
郎
判
官
義
経
像
が
強
ま
っ
て
き
ま

す
。
現
在
は
京
都
市
内
か
ら
鞍
馬
ま
で
は
電
車
で
行

け
ま
す
が
、
今
か
ら
八
百
年
前
の
道
路
事
情
は
、
標

高
四
百
メ
ー
ト
ル
の
寺
域
で
十
一
才
の
子
供
が
親

元
を
離
れ
異
次
元
の
世
界
に
放
り
込
ま
れ
た
も
同

然
の
世
界
を
考
え
ま
す
と
、
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か

と
考
え
を
め
ぐ
ら
す
に
と
て
も
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
凡
人
に
は
想
像
す
ら
湧
い
て
き
ま
せ
ん
。 

こ
こ
数
年
、
鎌
倉
の
中
世
の
歴
史
が
好
き
で
、
頼

朝
の
鎌
倉
殿
周
辺
の
み
の
こ
と
で
し
た
が
、
あ
ら
た

め
て
、
義
経
の
こ
と
を
調
べ
空
想
し
な
が
ら
思
い
進

め
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
行
動
範
囲
の
大
き
さ
、
身

体
能
力
の
抜
群
さ
、
革
新
的
兵
法
の
戦
略
は
、
並
大

抵
で
出
来
上
が
る
も
の
で
は
な
い
と
改
め
て
心
底

感
ず
る
も
の
が
出
て
参
り
ま
す
。 

そ
れ
故
に
、
こ
の
義
経
の
魅
力
は
時
代
の
流
れ
に

洗
練
さ
れ
、
ま
た
新
し
い
義
経
像
が
産
ま
れ
出
て
く

る
の
で
し
ょ
う
。 

ほ
ん
と
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
切
り
口

で
再
生
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
確
信
し
ま
す
。 

ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
が
、
歴

史
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
な
が
ら
仲
間
と
歴
史
の
共
有

が
で
き
る
幸
せ
は
最
高
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
読
み

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

完 
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令和 5年度 鎌倉楽しむ会講話会 
 

古代の東北地方は、「古事記」「日本書紀」の中に垣間見られ、西暦４世紀には

大和朝廷が武蔵国から九州まで勢力圏に治めている事実が古墳の発掘調査から

解明されてきています。 

西暦６４５年の「大化の改新」により朝廷の国家体制を中国の律令制度を導入

し強化していった。その政策の中には「蝦夷地」を大和政権（中央政権）に組

み入れることが重要となっていった。これは蝦夷地人民にとっては、自分たち

の権益を大幅に侵されることとなり。中央政権に抵抗することになっていく。 

これに対し中央政権は武力を以って制圧するため、多賀城を建設し、奈良時

代後期（７８０年代）には、猛将・坂上田村麻呂の三度の征夷遠征により蝦夷

地は中央政権内に収めることができていった。 

しかし、西暦１０００年代に入ると、俘囚長の豪族・安部氏と「前九年の役」

が始まり、それが鎮圧されると「後三年の役」が始り、ここに源義家の登場に

より鎮圧され、これによって「藤原清衡」が奧六郷を任されることなり「奥州

藤原王国」の初代が誕生するのです。二代「藤原基衡」は中央政権の院近臣・

藤原基成が陸奥守として赴任するやこれを歓迎し、その娘を三代「藤原秀衡」

の正室として迎い入れ、京の公家勢力下に食い込んでいく。 

そして、この藤原基成の弟・藤原信頼が、源義朝（義経の父）と組んで「平

治の乱」を起こし敗れ、父義朝は敗死、源頼朝は伊豆に配流。この年誕生した 

「牛若」は母・常磐と清盛～一条長成～鞍馬そして「奥州藤原」と流れ成長し

ていくのです。それぞれの流転の激しい物語を、その時代の背景と併せて講話

します。また、人物の相関図が複雑ですが、分かりやすく講話していきます。 

 

開催日時  令和５年１１月２２日（水） 

受付 午後１時 開講 午後１時２０分 

講話テーマ 「奥州藤原王国と源義経」 

開催場所  練馬区貫井地区区民館 tel．03-3926-7217 

（練馬区貫井１丁目７番１号中村橋区民センタ－内） 

講 話 料  ５００円 

講  師  清藤 孝 
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